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「
産
学
官
連
携
で
行
う
初
め

て
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？
」

　
「
携
帯
電
話
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
使
っ
て
、三
豊
市
の
モ
バ
イ
ル

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た

だ
き
、ア
ク
セ
ス
し
た
人
へ
三
豊

市
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信

し
て
は
ど
う
か
」�

�

　
「
三
豊
市
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、さ
ら
に
は
、足
を
運
ん
で

も
ら
う
た
め
に
観
光
情
報
の
配

信
や
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
を
す
れ
ば
」
な
ど
、意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、現
地
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
む
約
60
人
が
京
都

駅
前
に
集
合
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。�

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
は
、三
豊
市

の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
や
特
産
品
、

全
国
ロ
ボ
コ
ン
優
勝
の
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
を
展
示
し
て
、通
り
が
か
っ

た
人
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
三
豊

Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
を
配
り
、メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
は
、仁
尾
酢

や
え
び
せ
ん
べ
い
、高
瀬
茶
、ち

り
め
ん
じ
ゃ
こ
、デ
コ
ポ
ン
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
三
豊
市
を

Ｐ
Ｒ
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
、観
光

客
や
地
元
京
都
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。�

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、お

店
が
参
加
す
る
こ
と
で
三
豊
市

の
P
R
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
？
」
と
、次
回
の
イ
ベ
ン
ト
も

企
画
検
討
中
で
す
。�

�

　
イ
ベ
ン
ト
は
県
内
外
を
問
わ

ず
開
催
し
て
い
き
ま
す
が
、今
回

の
よ
う
に
携
帯
電
話
や
Q
R
コ

ー
ド
を
使
っ
た
方
法
で
の
、イ
ベ

ン
ト
に
協
賛
し
て
く
れ
る
お
店

や
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

�

▼
問
い
合
わ
せ
　�

　
地
域
振
興
課�

　
☎
73
・
3
0
1
3

　
今
回
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
三
豊
市
の
旬
の
情
報
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
し
、三

豊
市
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

足
を
運
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。�

　
三
豊
市
の
「
ほ
ん
ま
も
ん（
三

豊
市
の
山
・
海
・
島
な
ど
自
然
豊

か
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
特
産
品
）」

を
Ｐ
Ｒ
し
、三
豊
市
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、3
月
26
日
、『
三
豊

市
知
名
度
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
1
0
in
京
都
』を
京
都
駅

前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、産（
企

業
）・
学（
学
校
）・
官（
市
役
所
）

が
連
携
し
て
初
め
て
企
画
。
高

瀬
茶
業
組
合
・
三
豊
市
商
工
会
・

三
豊
市
観
光
協
会
・
香
川
高
専

詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
・
市
役
所
職
員

が
、1
月
末
か
ら
企
画
会
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。�

�

特産品などが当たるメールマガジンへGO!!



　
4
月
1
日
、
三
豊
市
消
防
団
長
任
命
式
が
市
役
所
で
行

わ
れ
、
田
中
保
志
氏（
詫
間
町
）を
団
長
に
任
命
し
ま
し
た
。

新
た
に
任
命
さ
れ
た
田
中
団
長
か
ら
「
1,
0
9
1
人
の

三
豊
市
消
防
団
員
を
団

結
し
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
る
べ
く
精
一

杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
」
と
決
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
田
中
団
長
か

ら
、
副
団
長
以
下
、
各

方
面
隊
長
や
副
方
面
隊

長
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ

れ
ま
し
た
。�

　
三
豊
市
交
通
指
導
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
4
月
1
日

付
け
で
、
次
の
44
人（
再
任
43
人
・
新
任
1
人
）に
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
0�

　
差
別
問
題
、
家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、

離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
）、
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
外
国
人

差
別
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
人
権
相
談
所
あ
る

い
は
地
元
の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。�

　
6
月
1
日（
火
）に
市
内
一
斉
の
人
権
相
談
を
実
施
し
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
会
場
は
、
高
瀬
町
・
山
本
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
仁
尾
庁

舎
、
財
田
庁
舎
で
す
。�

�

　
三
豊
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）�
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3
月
31
日
、
消
防
庁
か
ら
三
豊
市
消
防
団
に
「
消
防
団

救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
」
が
無
償
で
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
防
車
に
は
小
型
動
力
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
な
ど
の
消

火
機
材
の
ほ
か
救
助
資

機
材
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

油
圧
カ
ッ
タ
ー
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
な
ど
が
搭
載

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
消
防
団
で
は
こ
の
車

を
活
用
し
て
災
害
時
の

救
助
活
動
等
に
対
応
す

る
な
ど
、
一
層
、
消
防

団
活
動
の
充
実
強
化
を

は
か
り
ま
す
。�

　
三
豊
市
の
歌
『
七
宝
の
か
ぜ
』
の
完
成
を
記
念
し
て
、

5
月
16
日（
日
）午
後
1
時
か
ら
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
で

発
表
式
典
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
中
西
さ
ん

と
一
緒
に
三
豊
市
の
歌
を
大
合
唱
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
午

前
10
時
30
分
か
ら
リ
ハ
ー
サ
ル
見
学
会
も
行
い
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
マ
リ
ン

ウ
ェ
ー
ブ
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
で
お
求
め
に
な
れ

ま
す
。（
5
／
6
〜
）�
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着メロ�

高
瀬
町
　
岡
田
　
幸
雄
　
　
福
岡
　
茂
芳�

　
　
森
　
　
哲
男
　
　
入
江
　
　
悟�

白
川
　
芳
照
　
　
高
橋
　
義
光�

篠
原
　
　
守
　
　
山
下
　
　
猛�

香
川
　
　
健
　
　
　
　
　
　
　�

山
本
町
　
徳
永
　
和
司
　
　
森
　
　
久
數�

垣
口
　
文
男
　
　
大
平
　
　
清�

片
桐
　
孝
彦
　
　
森
　
　
良
慥�

内
田
　
　
樹
　
　
　
　
　
　
　�

三
野
町
　
関
　
　
太
郎
　
　
岡
田
美
知
子�

磯
崎
　
　
子
　
　
宮
本
　
光
男�

　
　
　
　
　
竹
内
　
完
士
　
　
　
　
　
　
　

豊
中
町
　
礒
野
　
昭
重
　
　
佐
倉
　
一
正�

野
田
　
隆
夫
　
　
十
鳥
　
弘
美�

合
田
　
次
男
　
　
　
　
　
　
　�

詫
間
町
　
横
山
　
茂
樹
　
　
眞
鍋
　
章
憲�

　
　
　
　
　
　
木
　
　
光
　
　
渡
辺
　
省
三

河
田
　
光
治
　
　
前
川
　
光
壽�

　
　
石
川
　
　
勝
　
　
富
田
　
友
良�

　
　
　
大
坪
　
　
隆
　
　
岡
田
　
正
昭�

　
仁
尾
町
　
喜
田
　
雄
策
　
　
齊
賀
　
　
貴�

　
　
　
　
塩
田
　
久
雄
　
　
藤
田
　
幸
助�

　
　
　
　
　
西
山
シ
ナ
子
　
　
　
　
　
　
　�

財
田
町
　
川
崎
　
　
俊
　
　
大
西
　
隆
弘�

　
　
　
　
　
多
田
　
博
秀
　
　
　
　
　
　
　��

財
田
町
　
岡
　
千
代
子
　
　
香
川
　
徹
男�

　
　
重
信
　
　
厚
　
　
　
　
　
　
　�

山
本
町
　
大
野
　
邦
子
　
　
和
田
　
光
博�

　
　
藤
川
　
和
子
　
　
岩
倉
　
　
清�

詫
間
町
　
藤
村
　
　
　
　
　
柚
本
　
計
悟�

　
　
渡
里
　
典
子
　
　
天
満
　
宏
子�

高
瀬
町
　
豊
島
　
芳
　
　
　
近
藤
れ
い
子�

　
　
篠
原
　
昌
宏
　
　
貞
　
　
浩
征�

前
川
　
美
穗
　
　
　
　
　
　
　�

三
野
町
　
加
賀
宇
由
基
　
　
　
山
　
訓
子�

　
　
青
井
　
富
子
　
　
三
谷
サ
ツ
キ�

豊
中
町
　
武
川
　
　
馨
　
　
小
野
　
　
子�

　
　
大
西
　
啓
幸
　
　
馬
渕
　
康
則�

仁
尾
町
　
吉
田
　
一
正
　
　
辻
　
　
演
美�

　
　
大
矢
根
節
子
　
　
　
　
　
　
　�
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■平成22年第１回三豊市議会定例会　審議結果�

日�日�日� 日� 月
�

三
観
衛
生
組
合
議
会
�

議
会
運
営
委
員
会
�

全
員
協
議
会
�

総
務
教
育
常
任
委
員
会
�

議
会
広
報
委
員
会
�

定
例
会
・
全
員
協
議
会
�

全
員
協
議
会
�

日�日� 月
�

香
川
県
市
議
会
議
長
会
�

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会
�

議
会
広
報
委
員
会
�

　
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
議
案
の

提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
主
な

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

　
議
案
第
17
号
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億

5
9
3
7
万
5
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
3
0
2
億
2
3
1

万
4
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
30
号
・
31
号
は
、
県
有

財
産
（
県
立
三
豊
圏
域
健
康
生
き

が
い
中
核
施
設
）
の
譲
与
に
伴
い
、

文
化
会
館
（
愛
称
「
マ
リ
ン
ウ
ェ

ー
ブ
」
）
を
設
置
す
る
と
と
も
に

施
設
の
大
規
模
修
繕
な
ど
に
備
え

る
基
金
を
造
成
す
る
た
め
の
交
付

金
交
付
に
伴
う
条
例
制
定
で
す
。
�

　
議
案
第
32
号
は
、
保
育
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
中
、
広
く
市
民
等
の
意

見
を
聴
き
、
総
合
的
か
つ
中
・
長

期
的
な
保
育
所
運
営
計
画
を
策
定

す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
議
案
第
33
号

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

良
い
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た

め
、
学
校
の
適
正
規
模
や
適
正
配

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
43
号
一
般
会
計
予
算
は
、

予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
6
8
億
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
て
額
で
8
億
7
千
万
円
、
率

に
し
て
3.4
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
議

は
、
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

で
行
わ
れ
、
29
日
の
最
終
日
に
は
、
�

各
委
員
長
か
ら
全
議
案
可
決
と
の

委
員
会
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
委
員
長
報
告
ど
お
り
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
29
日
に
追
加
提
案
さ
れ

た
議
案
第
59
号
は
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
、
議
案
第
60
号
は
比
地
小
学

校
校
舎
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
、
議
案
第
61

号
は
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
施

設
（
固
定
系
）
整
備
工
事
の
変
更

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
�

〔
監
査
委
員
〕
�

糸
川
　
　
昇
（
山
本
町
大
野
）
�

〔
人
権
擁
護
委
員
〕
�

入
江
　
健
一
（
高
瀬
町
新
名
）
�

〔
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
〕
�

糸
川
　
　
均
（
豊
中
町
下
高
野
）
�

森
　
　
　
登
（
三
野
町
吉
津
）
�

中
西
　
　
久
（
仁
尾
町
仁
尾
）
�

中
井
　
彰
子
（
詫
間
町
詫
間
）
�

〔
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員
〕
�

中
野
　
幸
夫
（
財
田
町
財
田
上
）
�

大
浦
　
和
代
（
山
本
町
辻
）
�

池
田
　
耕
二
（
高
瀬
町
上
勝
間
）
�

森
　
　
計
三
（
詫
間
町
詫
間
）
�

議案第 6 号�

議案第 7 号�

議案第 8 号�

�

議案第30号�

議案第31号�

議案第32号�

議案第33号�

議案第34号�

議案第35号�

議案第36号�

議案第37号�

議案第38号�

議案第39号�

議案第40号�

議案第41号�

議案第42号�

議案第57号�

議案第58号�

議案第59号�

議案第60号�

議案第61号�

議案第62号�

議案第63号�

議案第64号�

議案第65号�

議案第17号�

議案第29号�

〜
�

議案第43号�

議案第56号�

〜
�

議案第 9 号�

議案第16号�
〜
�

土地開発基金条例の一部改正�

三観広域行政組合の共同処理する事務の変更及び三観広域行政組合規約の一部変更�

香川県市町総合事務組合規約の一部変更�

文化会館条例の制定�

文化会館大規模修繕等準備基金条例の制定�

保育所運営計画策定委員会設置条例の制定�

学校適正規模・適正配置検討委員会設置条例の制定�

仁尾マリーナ条例の一部改正�

公害防止条例の一部改正�

保育所条例の一部改正�

遺児年金条例の一部改正�

父母ヶ浜海水浴場施設条例の一部改正�

つたじま海水浴場施設及びキャンプ場条例の一部改正�

奨学金貸付条例の一部改正�

仁尾町漁業振興基金条例の廃止�

市道の路線変更�

香川県市町総合事務組合規約の一部変更�
（辻財産区・神田財産区・河内財産区・財田大野財産区・大見財産区・下
高瀬財産区・桑山財産区・比地大財産区）�

平成22年度予算�
一般会計・特別会計（地域農産物利用促進センター事業・商品券事業・国
民健康保険事業・国民健康保険診療所事業・老人保健事業・後期高齢者医
療事業・介護保険事業・介護サービス事業・集落排水事業・浄化槽整備推
進事業・港湾整備事業）水道事業会計・病院事業会計�

職員の給与に関する条例等の一部改正�

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正�

工事請負契約の締結（市民交流センター新築工事）�

工事請負契約の締結（比地小学校校舎耐震補強及び改修工事）�

工事請負契約の変更契約〔デジタル防災行政無線施設（固定系）整備工事〕�

指定管理者の指定（財田町土づくりセンター）�

監査委員の選任（識見を有する者）�

人権擁護委員候補者の推薦�

財産区管理委員の選任（辻財産区・河内財産区・財田大野財産区・神田財産区）�

平成21年度補正予算�
一般会計・特別会計（地域農産物利用促進センター事業・商品券事業・国
民健康保険事業・国民健康保険診療所事業・後期高齢者医療事業・介護保
険事業・介護サービス事業・集落排水事業・浄化槽整備推進事業・港湾整
備事業）水道事業会計・病院事業会計�

※ 議決年月日　議案第6号～29号（平成22年3月3日）　議案第30号～65号（平成22年3月29日）�
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�����■問
　
市
長
の
こ
れ
ま
で
4
年
間
の

所
感
と
、
今
後
の
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
の
決
意
は
。
�

■答
　
合
併
以
来
今
日
ま
で
、
地
域

主
権
を
迎
え
る
そ
の
準
備
の
た
め

の
三
豊
市
行
政
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
き
た
。
一
人
ひ
と
り
を
尊
重

し
、
自
立
心
旺
盛
で
優
し
さ
に
満

ち
た
、
相
互
に
支
え
合
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
地
域
貢
献

型
社
会
を
目
指
し
た
い
。
�

�■問
　
22
年
度
予
算
に
お
い
て
、
特

に
選
択
と
集
中
で
メ
リ
ハ
リ
を
付

け
た
点
は
。
�

■答
　
子
育
て
支
援
と
産
業
振
興
に

重
点
を
置
い
て
い
る
。
中
学
校
修

了
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
産
業

振
興
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
振

興
基
金
を
活
用
し
た
基
金
事
業
を

具
体
化
し
て
い
く
。
�

�■問
　
職
員
数
の
推
移
と
将
来
計
画

は
。
ま
た
、
支
所
の
あ
り
方
は
。
�

■答
　
今
春
19
人
の
新
規
採
用
者
を

含
む
と
7
9
0
人
に
な
る
。
適
正

な
職
員
数
は
人
口
の
１
％
を
指
標

と
し
た
い
。
�

　
支
所
事
業
課
に
つ
い
て
は
、
建

設
経
済
部
の
移
転
を
契
機
に
、
支

所
方
式
か
ら
本
庁
方
式
に
業
務
遂

行
の
方
式
を
改
め
、
同
時
に
土
地

改
良
課
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
、

部
全
体
の
技
術
強
化
を
図
り
た
い
。
�

�■問
　
現
下
の
雇
用
情
勢
・
失
業
情

勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
政

務
調
査
費
に
つ
い
て
は
、
6
人
が

廃
止
を
選
挙
公
報
に
公
約
し
た
。

報
酬
審
議
会
を
開
催
し
て
諮
問
し

て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
昨
今
の
社
会
情
勢
や
職
員
の

給
与
の
減
額
改
定
、
さ
ら
に
は
近

隣
市
町
の
状
況
に
鑑
み
、
22
年
度

中
の
開
催
を
検
討
し
た
い
。
�

�■問
　
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
地

域
主
権
へ
と
移
行
し
、
地
方
の
自

主
・
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

財
政
の
自
立
あ
っ
て
こ
そ
真
の
地

方
の
自
主
・
自
立
と
い
え
る
。
地

域
独
自
の
経
済
基
盤
強
化
策
が
火

急
だ
。
次
の
3
点
に
つ
い
て
問
う
。
�

①
産
業
振
興
特
別
目
的
の
3
基
金

　
の
運
用
に
つ
い
て
�

②
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
事
業
の
計

　
画
に
つ
い
て
�

③
市
税
を
投
入
し
て
再
生
し
た
瀬

　
戸
内
学
院
と
の
、
官
学
連
携
振

　
興
施
策
に
つ
い
て
�

■答
　
農
業
振
興
対
策
基
金
・
漁
業

振
興
基
金
・
中
小
企
業
振
興
基
金

と
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
ま

ず
挑
戦
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
検

証
を
行
い
効
果
を
見
定
め
た
い
。
�

　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
事
業
は
、

竹
資
源
の
事
業
化
で
企
業
誘
致
に

つ
な
げ
る
計
画
だ
。
ハ
ー
ド
事
業

は
、
23
年
度
を
予
定
し
、
民
間
投

資
に
対
し
国
庫
補
助
を
受
け
よ
う

と
す
る
も
の
だ
。
�

　
官
学
連
携
産
業
振
興
施
策
は
、

「
三
豊
の
子
ど
も
を
元
気
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
童
保
育
指

導
者
養
成
を
目
的
に
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
推
進
す
る
。
�

�■問
　
ご
み
処
理
技
術
検
討
委
員
会

の
答
申
の
市
民
説
明
お
よ
び
今
後

の
広
域
に
よ
る
取
り
組
み
の
考
え

と
、
処
理
技
術
・
施
設
規
模
な
ど

に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
市
民
説
明
は
、
自
治
会
長
会
・

地
区
衛
生
組
合
連
合
会
な
ど
の
機

会
を
と
ら
え
て
実
施
。
技
術
・
規

模
・
立
地
な
ど
は
、
広
域
処
理
の

可
能
性
も
含
め
、
あ
く
ま
で
も
柔

軟
に
検
討
・
対
応
す
る
。
�

�■問
　
地
域
審
議
会
を
休
止
し
、
市

民
対
話
集
会
開
催
に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
合
併
後
4
年
が
経
過
し
、
市

民
団
体
等
と
の
話
し
合
い
も
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
を

選
ん
だ
り
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
会

合
を
も
た
な
く
て
も
、
誰
で
も
が

参
加
で
き
る
対
話
集
会
の
方
が
意

味
が
あ
る
と
考
え
る
。
年
1
回
、

7
カ
所
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。
�

�■問
　
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業

に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
産
前
・
産
後
期
の
妊
産
婦
お

よ
び
乳
児
へ
の
支
援
施
策
と
し
て
、

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
養
成

し
て
、
家
庭
に
派
遣
し
、
育
児
支

援
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
す
る

も
の
で
、
こ
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
対
象
要
件
・
受
給
要
件

は
あ
る
も
の
の
、
誕
生
か
ら
18
歳

ま
で
の
間
、
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
。
�

�■問
　
自
主
防
災
組
織
率
の
向
上
に

つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
地
域
の
中
で
組
織
率
の
低
い
、

旧
仁
尾
・
山
本
・
財
田
に
つ
い
て

努
力
し
た
い
。
�

�����■問
　
横
山
市
長
の
4
年
間
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
取
り
組
む
意
気
込
み

を
伺
い
た
い
。
�

■答
　
今
後
の
4
年
間
は
、
少
し
打

っ
て
出
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
、
人
や
物
や
情
報
が
た
く
さ
ん

行
き
交
う
三
豊
市
に
し
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
る
。
�

■問
　
地
域
分
権
に
よ
る
市
民
力
は

各
地
域
の
自
治
会
組
織
の
充
実
で

な
い
か
。
�

■答
　
地
域
内
分
権
を
進
め
る
に
は
、

社
協
・
公
民
館
・
自
治
会
、
こ
の

3
つ
の
団
体
が
一
体
化
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
を
活
発
に
や
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
�

�■問
　
活
気
に
あ
ふ
れ
る
産
業
が
躍

動
す
る
ま
ち
の
中
で
、
仮
称
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
必
要
で

な
い
か
、
ま
た
、
中
小
企
業
振
興

協
議
会
に
期
待
し
た
い
が
。
�

■答
　
農
業
振
興
基
金
ほ
か
3
基
金

を
活
用
し
て
、
新
産
業
を
創
出
し

て
企
業
誘
致
に
結
び
つ
け
、
雇
用

の
定
着
を
図
り
た
い
。
�

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
も
議
員
ご
指
摘
の
高
松
自
動
車

道
4
車
線
化
、
国
道
32
号
線
の
猪

ノ
鼻
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
整
備
を
積

極
的
に
働
き
か
け
た
い
。
�

■問
　
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
ご

み
処
理
、
火
葬
場
問
題
の
対
応
は
。
�

■答
　
今
後
25
年
3
月
末
と
い
う
期

限
を
見
据
え
て
、
第
2
次
実
施
計

画
に
追
い
つ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。
�

�■問
　
総
額
2
6
8
億
円
の
対
前
年

比
3．4
％
増
の
予
算
で
あ
る
が
、
県

下
8
市
と
比
較
し
な
が
ら
、
歳
入
、

歳
出
の
問
題
点
、
改
善
努
力
目
標

を
伺
う
。
�

■答
　
地
域
の
振
興
を
図
る
上
で
、

自
主
財
源
比
率
の
向
上
が
重
要
で

あ
る
。
新
総
合
計
画
に
示
さ
れ
て

い
る
、
産
業
の
振
興
・
子
育
て
支

援
・
環
境
整
備
な
ど
に
重
点
を
置

き
、
特
に
大
型
事
業
で
あ
る
、
火

葬
場
建
設
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
な
ど
は
、
合
併
特
例
債

や
1
0
0
％
補
て
ん
の
臨
時
財
政

対
策
債
を
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
黒
字
化
を
絶
対
条
件
と
し

て
有
利
な
市
債
で
対
応
し
て
い
く
。
�

�

�����■問
　
子
育
て
に
関
わ
る
非
正
規
職

の
正
規
職
員
化
を
一
貫
し
て
求
め

て
い
る
が
、
学
校
給
食
検
討
委
員

会
の
答
申
に
は
、
非
正
規
化
を
固

定
化
す
る
表
現
が
あ
り
問
題
だ
。
�

■答
　
給
食
職
場
の
職
員
の
身
分
問

題
は
、
教
育
委
員
会
で
は
権
限
外

で
討
議
し
な
い
。
答
申
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
職
員
数
は
、
今

後
確
定
し
議
会
に
説
明
す
る
。
�

�■問
　
豊
中
庁
舎
跡
地
に
、
そ
の
整

備
も
含
め
て
5
億
3
千
万
円
で
、

市
の
文
化
拠
点
機
能
を
持
つ
多
目

的
ホ
ー
ル
な
ど
を
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
形
容
は
古
く
、

地
元
住
民
か
ら
建
設
後
に
不
満
が

出
る
の
で
は
な
い
か
。
再
検
討
を
。
�

■答
　
豊
中
跡
地
整
備
に
関
し
て
は
、

市
民
代
表
等
が
入
っ
た
8
回
に
わ

た
る
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、

関
係
課
の
研
究
会
を
5
回
、
議
会

の
関
係
常
任
委
員
会
に
諮
り
承
認

を
得
る
な
ど
、
手
順
・
手
続
き
を

踏
ん
で
進
め
て
い
る
。
�

�

��■問
　
市
長
の
施
政
方
針
、
創
造
性

に
富
ん
だ
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
地
域
主
権
の
国
づ
く
り
に
は
、

誰
も
が
住
ん
で
み
よ
う
と
思
え
る

発
信
が
必
要
で
は
な
い
か
。
働
き

続
け
、
生
活
し
続
け
る
雇
用
と
賃

金
が
保
障
さ
れ
な
い
と
、
市
民
は
、

国
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
ど
こ
ろ

で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

意
思
表
示
を
自
治
体
が
示
す
〈
公

契
約
条
例
〉
を
三
豊
市
で
も
制
定

し
て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
公
契
約
条
例
の
制
定
の
た
め

に
は
、
公
共
事
業
に
お
け
る
品
質

確
保
の
問
題
、
適
正
な
労
働
条
件

や
労
働
環
境
の
条
件
整
備
な
ど
が

求
め
ら
れ
、
受
注
元
請
業
者
等
と

の
契
約
内
容
な
ど
を
点
検
す
る
組

織
づ
く
り
も
必
要
で
、
そ
の
影
響

な
ど
の
把
握
に
は
、
先
進
地
の
調

査
・
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。
現

状
は
、
そ
の
前
段
と
し
て
、
最
低

制
限
価
格
を
導
入
し
て
適
正
な
労

働
条
件
確
保
を
進
め
て
い
る
。
�

※
他
に
、
「
市
議
会
議
員
選
挙
の

開
票
遅
延
問
題
」
・
「（
学
校
関
係

を
除
く
）
1
1
8
あ
る
公
共
施
設

の
耐
震
化
」
な
ど
を
質
問
。
�

�

�����■問
　
地
域
貢
献
型
社
会
を
市
民
に
�

理
解
と
協
力
い
た
だ
く
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
伺
う
。
ま
た
、
何
を
基

準
に
廃
止
・
終
着
駅
と
す
る
の
か
。
�

■答
　
一
気
に
で
き
る
も
の
で
な
い
。
�

小
さ
な
成
功
例
を
積
み
上
げ
、
市

民
に
紹
介
し
、
理
解
を
深
め
て
い

く
。
基
準
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

や
議
会
と
議
論
し
て
決
め
て
い
く
。
�

■問
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
、
市

民
力
を
政
策
提
案
力
に
ま
で
高
め

る
機
能
を
持
つ
施
設
に
し
て
は
。
�

■答
　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
・
ニ
ー
ズ

の
動
向
な
ど
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

工
夫
し
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
。
�

設
備
の
充
実
・
備
品
整
備
な
ど
、

工
夫
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
課
題
は
、

計
画
的
に
対
処
す
る
。
�

■問
　
地
域
審
議
会
の
進
展
に
お
い

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

再
構
築
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
�

■答
　
地
域
審
議
会
を
さ
ら
に
発
展

し
た
機
能
を
持
た
せ
た
市
民
対
話

集
会
に
よ
り
、
三
豊
市
型
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。
�

■問
　
市
職
員
が
市
民
と
触
れ
合
う

機
会
を
ど
う
持
た
れ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
、
と
も
に
汗
を

流
す
中
で
、
交
流
・
意
思
の
疎
通

が
図
れ
る
と
考
え
る
。
市
職
員
と

市
民
が
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
協

働
体
制
で
の
ま
ち
づ
く
り
が
不
可

欠
で
あ
る
。
�

■問
　
基
金
の
使
い
や
す
さ
の
工
夫

や
効
果
の
検
証
の
仕
組
み
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。
�

■答
　
積
極
的
に
広
報
・
周
知
を
行
�

い
、
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
使

い
や
す
い
基
金
に
な
る
よ
う
努
め

る
。
透
明
性
を
確
保
す
る
意
味
か

ら
、
運
用
を
行
っ
た
事
業
を
公
表

す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。
�

■問
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
対
す
る
自

己
採
点
と
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
は
。
�

■答
　
約
9
割
に
着
手
、
う
ち
5
割
�

が
達
成
、
3
割
が
進
行
中
。
職
員

の
政
策
判
断
基
準
の
重
要
な
一
つ
。

全
力
で
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。
�

■問
　
道
州
制
の
考
え
を
聞
く
。
�

■答
　
道
州
制
は
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
�

中
央
集
権
か
ら
地
域
主
権
へ
の
方

向
替
え
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
地
方
行
政
や

地
方
議
会
も
国
政
に
関
与
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
だ
と
考
え
る
。
�

七
　
宝
　
会�

横
山
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
�
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■問
　
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
区

時
間
別
速
報
と
開
票
速
報
は
、
ど

の
よ
う
な
周
知
を
し
た
の
か
。
�

■答
　
時
間
別
投
票
速
報
・
投
票
状

況
確
定
速
報
は
、
市
民
や
候
補
者

陣
営
か
ら
の
電
話
に
よ
る
対
応
と

し
た
。
ま
た
、
開
票
速
報
は
、
掲

示
板
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
速

報
用
電
話
に
よ
る
対
応
と
し
た
。
�

■問
　
今
回
の
周
知
方
法
が
市
民
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
適
当
か
。
�

■答
　
適
当
と
は
思
っ
て
い
な
い
が

最
善
を
尽
し
た
。
防
災
無
線
な
ど

周
知
手
段
の
整
備
後
は
、
周
知
の

機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
思
う
。
�

■問
　
今
後
、
投
票
率
の
向
上
の
た

め
の
施
策
や
開
票
速
報
の
周
知
を

市
民
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

開
票
時
間
の
短
縮
と
迅
速
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。
�

■答
　
今
後
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

市
の
広
報
・
選
挙
啓
発
の
チ
ラ
シ
・

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
り
、
投

票
率
の
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、

開
票
の
迅
速
化
に
つ
い
て
は
、
開

票
事
務
の
正
確
性
を
確
保
し
、
更

な
る
迅
速
化
、
効
率
化
を
考
え
る
。
�

■問
　
10
月
を
メ
ド
に
中
学
校
卒
業

ま
で
医
療
費
を
無
料
化
に
す
る
と

し
て
い
る
が
、
医
師
の
偏
在
や
コ

ン
ビ
ニ
医
療
な
ど
社
会
的
な
問
題

が
潜
在
す
る
な
か
、
地
域
医
療
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
�

■答
　
県
内
の
医
師
数
は
全
国
水
準

を
上
回
っ
て
い
る
が
、
三
豊
保
健

医
療
圏
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
。
医
師
不
足
の
問
題
と
と
も

に
状
況
に
応
じ
て
各
医
療
機
関
が

担
う
役
割
を
明
確
に
し
、
医
療
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
医
師
会
や
地

域
住
民
と
と
も
に
考
え
た
い
。
�

■問
　
地
域
医
療
の
取
り
組
み
は
、

他
県
で
も
多
く
の
事
例
が
あ
り
、

そ
の
取
り
組
み
の
窮
極
は
医
師
の

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
。
医
療

費
の
無
料
化
が
医
師
不
足
の
要
因

と
な
ら
な
い
よ
う
願
っ
て
い
る
。
�

■答
　
昨
年
医
師
会
が
救
急
医
療
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
三
観
医

療
圏
域
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、

救
急
を
必
要
と
す
る
患
者
が
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
市
民
の
理
解
を

求
め
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
行
い
た
い
。
�

■問
　
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

検
討
委
員
会
の
設
置
で
、
学
校
の

統
廃
合
は
ど
う
な
る
の
か
。
�

■答
　
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
�

は
、
国
・
県
の
基
準
が
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い

環
境
を
各
方
面
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

検
討
委
員
会
は
、
傍
聴
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
で
、
開
か
れ

た
会
と
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
�

■問
　
保
育
所
運
営
計
画
策
定
委
員

会
で
は
、
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
い
く
の
か
。
�

■答
　
今
回
の
委
員
会
で
は
検
討
し

な
い
が
、
今
後
の
国
の
動
向
、
社

会
情
勢
な
ど
を
み
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。
�

■問
　
地
域
審
議
会
に
か
わ
る
市
民

対
話
集
会
の
若
者
の
参
加
を
促
す

方
法
は
。
�

■答
　
日
曜
日
と
か
夜
に
若
者
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
皆
様
方
に
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
と
に
か

く
1
年
目
は
、
や
っ
て
み
る
。
2

年
目
か
ら
、
1
年
目
の
反
省
を
し

て
臨
ん
で
い
く
。
�

■問
　
仁
尾
マ
リ
ー
ナ
の
施
設
改
修

後
の
利
用
に
つ
い
て
問
う
。
�

■答
　
瀬
戸
内
海
地
域
に
公
営
マ
リ

ー
ナ
を
有
す
る
、
高
松
市
･
新
居

浜
市
・
瀬
戸
内
市
・
福
山
市
に
呼

び
か
け
、
新
し
い
自
治
体
レ
ベ
ル

の
東
西
南
北
の
経
済
交
流
を
起
こ

す
べ
く
、
本
年
8
月
ご
ろ
に
「
瀬

戸
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
」

開
催
を
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
な
ど

を
中
心
に
議
論
を
深
め
、
観
光
交

流
・
物
流
交
流
・
経
済
交
流
に
つ

い
て
も
協
議
し
て
い
く
。
�

■問
　
地
元
中
小
企
業
振
興
を
問
う
。
�

■答
　
地
域
資
源
の
活
用
や
、
産
学

官
連
携
な
ど
に
よ
る
新
製
品
開
発

や
新
事
業
の
展
開
・
先
端
技
術
シ

ー
ズ
実
用
化
支
援
・
知
的
財
産
保

護
支
援
・
経
営
革
新
支
援
・
創
業

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
・
子
育
て
支
援
協
定

締
結
事
業
な
ど
、
何
ら
か
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
行
う
活
動
に
対
し
支
援

す
る
。
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
の
商
品
券
事
業
委
員
会
と

協
議
し
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
�

■問
　
22
年
度
主
要
事
業
の
中
に
、

担
当
課
が
理
解
し
が
た
い
事
業
が

何
件
か
あ
る
が
、
決
定
ま
で
の
手

順
を
尋
ね
る
。
�

■答
　
従
来
、
役
所
の
事
務
事
業
分

担
に
つ
い
て
は
縦
割
り
で
あ
っ
た

が
、
多
面
的
要
素
を
も
っ
た
事
業

が
増
え
て
い
る
中
で
、
関
係
す
る

部
局
が
協
議
し
て
担
当
部
局
を
定

め
て
取
り
組
む
の
が
一
般
的
。
た

だ
し
、
決
め
手
に
欠
け
る
事
業
や
、

事
業
の
目
的
性
や
方
向
性
が
見
え

る
ま
で
、
特
命
事
項
と
し
て
政
策

部
局
が
担
当
す
る
こ
と
も
あ
る
。
�

■問
　
農
業
振
興
対
策
基
金
交
付
要

綱
で
は
、
国
・
県
の
補
助
事
業
に

認
定
さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
の
み

対
象
の
要
綱
に
な
っ
て
い
る
が
、

市
単
独
で
の
農
業
振
興
に
か
か
る

事
業
に
も
交
付
す
べ
き
で
な
い
か
。
�

■答
　
21
年
度
の
基
金
使
途
に
つ
い

て
は
、
担
い
手
か
ら
の
要
望
が
多

か
っ
た
事
業
の
、
国
・
県
な
ど
の

補
助
残
に
対
し
て
上
乗
せ
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
、
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立
な
ど

市
独
自
の
事
業
を
検
討
中
で
あ
る
。
�

■問
　
旧
町
間
の
格
差
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
る
も
の
を
一
覧
表
で

い
た
だ
き
た
い
。
�

■答
　
調
査
を
し
て
取
り
ま
と
め
る
。
�

■問
　
時
効
を
む
か
え
る
凶
悪
事
件

の
犯
罪
防
止
の
呼
び
か
け
を
。

■答
　
三
豊
市
防
犯
協
会
と
連
携
し
、

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
た
活
動
を
行
う
。
�

■問
　
保
育
に
欠
け
る
子
は
、
保
育

所
で
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
、
児
童
福
祉
法
が
守
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
�

■答
　
年
齢
に
は
差
が
あ
る
が
、
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
�

■問
　
職
員
の
処
分
は
、
公
平
を
期

す
た
め
三
豊
市
懲
戒
処
分
の
基
準

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
罪
状
を

否
認
し
て
い
る
元
職
員
の
懲
戒
免

職
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準

の
ど
の
項
目
が
適
用
さ
れ
た
の
か
。
�

■答
　
標
準
例
は
あ
る
が
、
基
本
事

項
で
処
分
し
た
。
�

■問
　
豊
中
幼
稚
園
で
は
園
児
数
が

多
過
ぎ
、
暴
漢
の
侵
入
な
ど
に
対

処
で
き
な
い
の
で
は
。
�

■答
　
侵
入
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
�

■問
　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
に
よ
る
検
診
事
業
が
、
�

22
年
度
は
国
の
補
助
が
2
分
の
1

に
減
額
さ
れ
る
が
、
継
続
し
て
実

施
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
5
歳
ご
と
と

い
う
点
か
ら
、
22
年
度
に
限
ら
ず
、

継
続
実
施
を
望
む
。
�

■答
　
本
事
業
は
、
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
や
、

初
回
受
診
者
の
開
拓
に
効
果
が
あ

り
、
特
に
、
著
し
く
受
診
者
の
少

な
か
っ
た
20
代
・
30
代
の
子
宮
が

ん
検
診
受
診
者
を
増
加
さ
せ
る
意

味
で
効
果
的
で
あ
っ
た
。
22
年
度

も
継
続
し
て
取
り
組
み
、
25
年
度

ま
で
事
業
継
続
は
当
然
必
要
で
あ

り
、
国
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■問
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
に
よ
る
実
施
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
�

■答
　
子
宮
頸
が
ん
は
、
30
代
女
性

の
が
ん
死
亡
で
1
位
を
占
め
る
。

医
師
会
・
医
療
機
関
と
も
連
携
・

調
整
を
取
り
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
啓
発
と
公
費
助
成
に

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
公
共
料
金
統
一
の
先
延
ば
し

や
、
公
共
施
設
・
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
学
校
の
統
廃
合
の
先
送
り

が
問
題
で
あ
る
。
第
2
次
行
財
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
の
用
意
は
。
�

■答
　
残
っ
た
課
題
は
行
政
だ
け
で

は
ダ
メ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
を
、
市
民
が
ど
う
考
え
る
か
、

あ
ら
ゆ
る
切
り
口
で
対
応
し
解
決

し
て
い
く
。
ま
た
、
第
2
次
行
財

政
改
革
の
あ
り
方
は
推
進
委
員
会

で
検
討
す
る
。
�

■問
　
Ｉｓ
値
0
・
2
5
の
比
地
小
学

校
老
朽
校
舎
が
、
な
ぜ
改
築
か
ら

耐
震
補
強
に
変
わ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
そ
の
経
緯
を
地
区
住
民
に
十

分
に
説
明
さ
れ
た
の
か
。
�

■答
　
国
の
緊
急
対
策
で
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
、
20
年
度
に
変
更
し
21
年

度
実
施
計
画
を
取
り
纏
め
た
。
改

築
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
委
員

会
の
意
見
を
も
と
に
検
討
す
る
。

住
民
へ
の
説
明
は
、
十
分
に
伝
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
を
反
省
し
、
今

後
耐
震
診
断
結
果
も
併
せ
て
公
表

す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。
�

ま
と
�

へ
い
�

■問
　
当
該
事
業
は
、
過
疎
化
現
象

顕
著
な
粟
島
へ
、
若
手
芸
術
家
の

招
聘
・
滞
在
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
と
な
っ
て
い
る
。
粟

島
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
島
四
国

文
化
で
培
わ
れ
た
お
も
て
な
し
の

心
が
あ
る
。
島
民
と
若
手
芸
術
家

の
心
の
通
い
合
う
交
流
の
場
、
加

え
て
、
三
豊
市
内
の
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
な
が
ら
芸
術
体
験
が
味

わ
え
る
場
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
。
�

■答
　
当
該
事
業
は
、
県
と
三
豊
市

の
共
同
事
業
で
あ
り
、
若
手
芸
術

家
の
創
作
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
文
化
・
芸
術
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
で

あ
る
。
粟
島
は
、
公
民
館
を
中
心

に
市
民
活
動
の
活
発
な
所
で
あ
り
、

今
回
の
芸
術
家
招
聘
も
、
地
域
の

方
と
の
交
流
・
交
歓
の
場
づ
く
り

が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
方
向
で
積
極
的
に
検
討
す
る
。

ま
た
、
芸
術
家
の
方
に
も
学
校
に

出
向
い
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
に
本
物
に
出
会
い
、
感
動
を

与
え
る
場
づ
く
り
も
検
討
し
た
い
。
�

へ
い
�

（原稿は質問者本人が書いています）�



広報�2010年5月� 広報� 2010年5月�

■問
　
計
画
実
行
時
期
、
食
数
減
少

の
見
込
数
、
一
人
あ
た
り
平
均
コ

ス
ト
、
将
来
的
に
民
間
委
託
を
提

案
す
る
根
拠
、
自
校
式
メ
リ
ッ
ト

を
セ
ン
タ
ー
式
に
ど
う
取
り
入
れ

る
か
、
栄
養
教
諭
等
の
市
独
自
の

増
員
配
置
の
必
要
性
は
。
�

■答
　
2
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

1
施
設
3
千
食
か
ら
4
千
食
と
結

論
付
け
。
計
画
実
行
は
未
定
。
15

年
後
は
8
千
食
か
ら
5
千
7
百
食

に
減
。
平
均
コ
ス
ト
は
現
在
1
食

3
2
0
円
。
行
革
に
よ
る
正
職
員

不
補
充
の
た
め
、
現
段
階
は
公
設

公
営
セ
ン
タ
ー
方
式
だ
が
、
将
来

的
に
民
間
委
託
も
あ
り
う
る
。
栄

養
教
諭
等
は
必
要
に
応
じ
て
市
単

独
で
増
員
配
置
の
検
討
を
行
う
。
�

■問
　
次
世
代
育
成
支
援
計
画
（
素

案
）
で
企
業
の
育
児
休
業
な
ど
、

意
識
啓
発
の
遅
れ
が
目
立
つ
。
市

職
員
の
率
先
し
た
職
場
環
境
づ
く

り
の
試
み
が
必
要
。
ま
た
、
保
育

所
待
機
児
童
解
消
策
と
し
て
、
三

野
保
育
所
改
築
に
際
し
、
定
員
増

を
提
案
。
�

■答
　
定
員
は
運
営
計
画
で
考
え
る
。
�

■問
　
12
月
議
会
で
は
、
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
で
実
現
し
た
い
が

ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
な
方
針

は
ど
う
か
。
国
に
制
度
化
を
求
め

る
国
会
請
願
は
4
回
採
択
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い

な
い
。
実
現
で
地
方
を
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
�

■答
　
10
月
を
め
ど
に
中
学
校
卒
業

ま
で
の
窓
口
無
料
化
を
実
現
し
た

い
。
自
主
財
源
が
乏
し
い
な
ど
の

財
政
状
況
も
あ
り
、
国
に
よ
り
制

度
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
�

■問
　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
全
世

帯
の
60
％
が
加
入
し
て
い
る
が
、

年
度
初
め
に
保
険
証
が
本
人
に
届

か
な
い
無
保
険
状
態
の
留
め
置
き

が
、
県
下
自
治
体
で
最
大
で
あ
る
。

年
度
初
め
に
は
、
加
入
者
全
員
に

保
険
証
を
送
付
す
る
よ
う
、
改
善

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
�

■答
　
22
年
度
よ
り
短
期
者
証
対
象

世
帯
に
も
有
効
期
限
1
カ
月
の
保

険
証
を
発
行
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

全
世
帯
へ
の
保
険
証
の
交
付
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
�

������　
3
月
18
・
19
日
開
催
の
総
務
教

育
常
任
委
員
会
に
は
、
7
議
案
が

付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
文
化
会
館
条
例
の
制
定
　
譲

与
を
受
け
る
9
千
万
円
の
根
拠
は

な
に
か
。
ま
た
、
運
営
経
費
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
県
内
の
県
立
5
施
設
そ
れ
ぞ

れ
の
規
模
な
ど
に
よ
り
、
県
が
算

出
し
、
提
示
し
て
き
た
金
額
で
あ

る
。
運
営
経
費
は
、
年
間
約
4
千

4
百
万
円
か
か
っ
て
い
る
が
、
施

設
の
使
用
料
な
ど
の
財
源
も
あ
る

の
で
、
人
件
費
を
除
い
た
一
般
財

源
は
、
3
百
万
円
で
あ
る
。
�

■問
　
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

検
討
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定
　

委
員
に
は
ど
の
よ
う
な
方
を
選
任

す
る
の
か
。
�

■答
　
保
護
者
や
、
公
募
に
よ
る
も

の
、
地
域
性
も
勘
案
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
幅
広
い
層
か
ら
選
任

す
る
。
�

�

■問
　
仁
尾
マ
リ
ー
ナ
条
例
の
一
部

改
正
　
マ
リ
ー
ナ
事
業
は
民
間
で

も
営
業
で
き
て
い
る
。
な
ぜ
市
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

ま
た
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ

て
い
る
の
か
。
�

■答
　
旧
仁
尾
町
で
建
設
し
た
も
の

な
の
で
、
簡
単
に
売
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
今
後
5
年
を
か
け
て
、

市
の
出
資
額
に
つ
い
て
、
会
社
に

買
い
取
っ
て
も
ら
い
、
民
営
化
に

移
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
施
設
の

改
修
に
よ
り
係
留
が
増
え
れ
ば
、

収
入
も
そ
れ
だ
け
増
え
る
の
で
、

Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
。
�

■問
　
２２
年
度
一
般
会
計
予
算
関
係

部
分
　
自
治
会
集
会
所
建
設
事
業

補
助
は
、
地
縁
団
体
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。
�

■答
　
基
本
的
に
は
、
地
縁
団
体
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、
土
地
の
問
題
な
ど
不
公
平

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

今
後
地
縁
団
体
に
さ
れ
る
よ
う
指

導
も
行
い
な
が
ら
、
補
助
を
し
て

い
き
た
い
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

��　
3
月
17
・
19
日
開
催
の
建
設
経

済
常
任
委
員
会
に
は
、
8
議
案
が

付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
父
母
ケ
浜
海
水
浴
場
施
設
条

例
の
一
部
改
正
　
温
水
シ
ャ
ワ
ー

な
ど
の
料
金
が
、
一
方
的
に
値
上

げ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。
�

■答
　
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
の
中
で
、
市
と
協
議
す
る

と
い
う
文
言
を
入
れ
る
た
め
、
そ

の
心
配
は
な
い
。
�

■問
　
つ
た
じ
ま
海
水
浴
場
施
設
及

び
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部
改
正

　
貸
し
テ
ン
ト
な
ど
の
備
品
が
市

の
所
有
物
な
ら
ば
、
条
例
で
残
し

て
お
く
必
要
は
な
い
の
か
。
�

■答
　
現
在
、
市
が
所
有
し
て
い
る

備
品
は
、
観
光
協
会
へ
無
償
譲
渡

し
、
今
後
は
観
光
協
会
で
、
利
用

料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

買
い
替
え
な
ど
を
行
い
、
効
率
的

な
運
営
を
図
っ
て
い
く
。
�

■問
　
市
道
の
路
線
変
更
　
仁
尾
町

八
幡
神
社
線
は
、
現
地
調
査
を
行

い
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
別
段

質
疑
な
し
。
�

■問
　
２２
年
度
一
般
会
計
予
算
関
係

部
分
　
鳥
獣
捕
獲
事
業
補
助
金

2
1
0
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対

策
と
し
て
、
も
っ
と
大
掛
か
り
な

対
策
を
行
う
計
画
は
な
い
の
か
。
�

■答
　
県
の
予
算
は
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
分
市
費
で
補
て
ん

し
て
い
る
。
�

■問
　
農
業
委
員
会
が
実
施
し
た
耕

作
放
棄
地
対
策
は
。
�

■答
　
所
有
者
と
利
用
者
と
の
調
整

を
行
い
、
担
い
手
協
議
会
が
事
業

実
施
の
手
続
き
を
行
う
。
�

■問
　
ま
つ
り
補
助
金
は
、
減
額
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。
�

■答
　
補
助
金
は
、
す
で
に
削
減
の

数
値
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
21
年
度
と
同
額
で
あ
る
。
�

■問
　
土
木
費
で
は
、
道
路
橋
梁
維

持
費
・
新
設
改
良
費
お
よ
び
河
川

維
持
費
に
お
い
て
、
詳
細
な
資
料

の
提
出
を
要
求
す
る
。
�

■答
　
各
支
所
別
の
施
行
箇
所
や
繰

越
を
含
む
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。
�

■問
　
２２
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

　
建
設
改
良
費
に
お
け
る
工
事
事

務
費
の
委
託
料
の
積
算
根
拠
は
。
�

■答
　
工
事
費
の
11
％
程
度
計
上
。
�

　
以
上
各
議
案
と
も
慎
重
な
審
議

に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

��

��　
3
月
17
・
18
日
の
両
日
開
催
の

民
生
常
任
委
員
会
に
は
、
14
議
案

が
付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
公
害
防
止
条
例
の
一
部
改
正

　
60
日
以
内
に
届
出
な
け
れ
ば
何

か
罰
則
が
あ
る
の
か
。
�

■答
　
公
害
防
止
条
例
に
罰
則
規
定

が
あ
り
、
違
反
し
た
場
合
。
届
出

し
な
い
、
ま
た
は
虚
偽
の
届
出
し

た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
過
料
が
あ

る
。
�

■問
　
２２
年
度
一
般
会
計
予
算
関
係

部
分
（
市
民
部
関
係
）
　
新
規
事

業
の
「
ご
み
処
理
施
設
関
連
業
務

委
託
」
に
つ
い
て
、
ご
み
問
題
は
、

検
討
委
員
会
の
答
申
が
出
た
だ
け

で
、
市
の
方
針
は
未
確
定
で
あ
り
、

近
隣
市
と
の
連
携
な
ど
の
問
題
も

あ
る
中
で
、
候
補
地
を
選
定
す
る

業
務
委
託
は
、
「
単
独
か
」
の
誤

解
も
生
み
、
時
期
尚
早
だ
。
�

■答
　
検
討
委
員
会
か
ら
バ
イ
オ
ガ

ス
化
方
式
が
最
適
で
あ
る
と
の
答

申
を
受
け
、
そ
の
答
申
を
最
大
限

尊
重
し
た
場
合
、
そ
の
方
式
で
「
適

当
な
場
所
」
が
あ
る
か
ど
う
か
市

は
調
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
が
処
理
方
式
を
決
定
す
る

た
め
の
事
前
調
査
で
あ
り
、
25
年

3
月
末
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

使
用
期
限
も
あ
る
。
近
隣
市
と
の

連
携
な
ど
に
も
結
論
が
出
る
に
は

一
定
の
時
間
が
必
要
。
同
時
並
行

で
準
備
し
な
い
と
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
�

■問
　
（
健
康
福
祉
部
関
係
）
　
新

規
事
業
の
「
三
野
保
育
所
建
設
事

業
」
に
つ
い
て
、
土
地
も
決
ま
っ

て
い
な
い
の
に
実
施
設
計
と
は
。

ま
た
、
土
地
に
つ
い
て
も
三
野
町

内
に
は
土
地
開
発
公
社
所
有
の
農

村
広
場
も
あ
り
、
有
効
活
用
の
観

点
も
議
論
し
て
の
提
出
か
。
待
機

児
童
の
解
消
の
た
め
に
も
、
新
築

な
ら
定
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
�

■答
　
築
38
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
著
し
く
、
21
年
度
か
ら
改
築
の

方
向
で
ま
と
め
て
き
た
。
22
年
度

中
に
設
計
・
用
地
買
収
・
土
地
造

成
ま
で
を
終
わ
ら
せ
、
23
年
度
に

建
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
土

地
選
定
に
つ
い
て
は
協
議
す
る
が
、

交
通
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
十
分
考

慮
し
、
地
元
の
方
々
の
意
見
も
聞

き
位
置
を
決
定
し
た
い
。
ま
た
、

三
野
地
区
は
入
所
申
し
込
み
が
多

く
定
員
増
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

建
設
経
済
常
任
委
員
会
�
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城 　 中 　 利 　 文 �

三 　 木 　 秀 　 樹 �

西 　 山 　 彰 　 人 �

�

�

込 　 山 　 文 　 　 �

水 　 本 　 真 奈 美 �

�

�

瀧 　 本 　 文 　 子 �

岩田秀樹(日本共産党)�

浜 　 口 　 恭 　 行 �

主
な
質
疑
と
答
弁
�

●三豊市議会だよりの発行・編集は� 〒７６７－８５８５　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９�
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　現在設置している単独処理浄化槽を撤去し、合併処理浄化槽に転換する場合、撤去費用とし
て20万円を上限に補助します。撤去費用が20万円に満たない場合は、実際にかかった費用の
千円未満を切り捨てた額を補助します。�

　問い合わせ　環境衛生課　☎ 73ー 3007

●6月号は「届け出の様式」についてお知らせします。�

　4月号に引き続き「指定施設」と「規制基準」についてお知らせします。「指定施設」とは、工場等の施
設のうち、公害を発生する恐れのある施設で「騒音」「ばい煙」「粉じん」にかかる下記の施設を指定して
います。これらの施設を設置している会社や事業所は届け出が必要となります。また、「規制基準」とは、
各指定施設が守るべき許容限度や使用・管理に関する基準等を定めています。各基準は下記のとおりです。�

　問い合わせ　水処理課　☎72－5667

（単位：デシベル）�

（専用住宅のみ増額）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0
　
�

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会
�
No.8

　平成21年度より「水と緑の美しいまちづくり事業」として、浄化槽の補助制度を拡充しています。
ぜひ、ご利用ください。なお、小規模店舗等併用住宅の補助金額は、従来の補助限度額と同じです。�

※平成23年度までの期限付き事業です。なお、販売および賃貸を目的とする専用住宅に設置しようとする
　場合は対象になりません。�

市内全域です。ただし、高瀬・三野・詫間・仁尾町の集落排水事業実施区域は除きます。�

①専用住宅に合併処理浄化槽を設置する場合、補助額を10万円増額します。�

②専用住宅の単独処理浄化槽の撤去費用を上限20万円まで補助します。�

　
先
日
、日
本
人
で
2
人
目
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
山
崎
直
子

さ
ん
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
飛
び
立
ち
ま
し
た
。�

　
夢
の
実
現
に
は
、周
囲
の
支
え
が
必
要
で
す
。
山
崎
さ
ん
の

ご
家
庭
で
は
、子
育
て
と
両
親
の
介
護
は
夫
が
引
き
受
け
て
く

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
宇
宙
空
間
で
生
き
生
き
と
作
業
を
行
う

山
崎
さ
ん
を
支
え
た
の
は
、ま
さ
に
家
族
の
協
力
で
し
た
。�

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、『
あ
な
た
は
現
在
な
ん
ら
か
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？
』の
問
い
に
対
し�

「
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は�

　
　
男
性
67
％
・
女
性
45
％
。�

「
以
前
は
仕
事
を
し
て
い
た
が
、今
は
や
め
て
い
る
」
は�

　
　
男
性
19
％
・
女
性
30
％
　�

と
い
う
回
答
で
し
た
。�

　
ま
た
、女
性
の
退
職
理
由
の
40
％

は
、出
産
、育
児
、介
護
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、
女
性
が
働
き
続
け

る
こ
と
の
難
し
さ
が
表
れ

て
い
ま
す
。�

　
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男

女
が
互
い
に
認
め
合
い
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が

ら
協
力
し
あ
え
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。�

施 設 の 名 称 � 規模または能力�

金
属
加
工
機
械
�

繊
維
機
械
�

製
造
機
械
�

建
設
用
資
材
�

機
　
械
�

木
材
加
工
�

原動機の定格出力が15kW�
以上22.5kW未満�

呼び加圧能力が20重量トン�
以上30重量トン未満�

原動機の定格出力が1.5kW�
以上3.75kW未満�

すべて該当�

工具を除きサンダーを含む�

すべて該当�

原動機の定格出力が2.2kW�
以上7.5kW未満�

原動機の定格出力が7.5kW以上�

原動機を使用するものに限る�

同一事業場に10台以上設置�
されているものに限る�

気ほうコンクリートプラント�
を除き、混練機の混練容量�
が0.3㎥以上0.45㎥未満�

混練機の混練重量が150kg�
以上200 kg未満�

すべて該当�

製材用のもので原動機の定�
格出力が7.5kW以上15kW�
未満�

原動機の定格出力が5.2kW以上�

〃　　　1.5kW以上7.5kW未満�

原動機を使用するものに限る�

原動機の定格出力が15kW以上�

すべて該当�

原動機の定格出力が2.2kW以上�

液体燃料を使用しバーナーの�
最大燃焼能力が重油換算1時間�
当たり20Ｌ以上のものに限る�

圧延機械�

�

機械プレス�

�

せん断機�

�
自動旋盤・平削盤�

乾式研摩機�

自動ヤスリ目立機�

空気圧縮機および送風機�
�

土石・鉱物用石材引割機�

紡績機�

工業用動力ミシン�
�

�

コンクリートプラント�

�

アスファルトプラント�

�
コンクリートブロック製造機�

�
帯のこ盤・丸のこ盤�

�
冷凍機�

クーリングタワー�

ドラム缶洗浄機�

天井走行クレーンおよび�
門型走行クレーン�

自動洗瓶機�

集じん装置�

�

直火炉�

あ
な
た
の
家
は
？�

店舗併用住宅�

専用住宅�

くみ取り�

単独処理浄化槽�建て替え・増築�
・改造した場合�

新築した場合�

従来の補助限度額�

人 槽 別 �

5人槽�

7人槽�

10人槽�

11～14人槽�

400 , 0 0 0円�

50 0 , 0 0 0円�

60 0 , 0 0 0円�

60 0 , 0 0 0円�

従来の補助限度額�

500 , 0 0 0円�

60 0 , 0 0 0円�

70 0 , 0 0 0円�

70 0 , 0 0 0円�

増額後の補助限度額�

時間�

地域�

  昼　 間�
午前8時～�
午後7時�

第1種区域�

第2種区域�

第3種区域�

第4種区域�

50�

55�

65�

70

  朝 ・ 夕 �
午前6時～ 8時�
午後7時～10時�

45�

50�

60�

65

  夜   間�
午後10時～�
翌日午前6時�

40�

45�

50�

60

指定施設�

施設の名称� 規模または能力� ばいじん�

規制基準（許容限度）�

焼
却
炉
�

廃
棄
物
�

焼却能力が１時間�
当たり50 kg以上�
150kg未満のもの�
に限る�

温度が零度であって、�
圧力が１気圧の状態に�
換算した排出ガス１㎥

につき0.7g

施設の名称�

指定施設�

規模または能力�

原 材 料 堆 積 場�
露天であって面積が500㎡
以上のもの�

金属加工用ブラスト�

集じん装置� 原動機の定格出力が2.2kW以上�

すべて該当�

すべて該当�

打綿機および混打綿機�

ベルトコンベア・バケット�
コンベア（密閉式を除く）�

規制基準（使用および管理に関する基準）�

破 砕 機 ・ 摩 砕 機�
（湿式・密閉式を除く）�

原動機の定格出力が37kW�
以上75kW未満�

ベルトの幅が50cm以上75cm�
未満またはバケットの内容積�
が0.01㎥以上0.03㎥未満�

・ 粉じんが飛散しにくい構造の建築物内に設置されている�
・ 散水設備によって散水が行われている�
・ 防じんカバーで覆われている　　など�



身を守る！ 
　財田上小学校で交通安全教室が行われました。全校生
108人が、校庭に設置した信号機を見ながら横断歩道の渡
り方を学びました。今年の新1年生は18人。登校班ごとに
分かれて新しい班長と一緒に歩きます。�

県内初！遠的場が完成 
　県内で初めてとなる遠的場が詫間町の三豊市弓道場内
に完成し、道場開きが行われました。射場から的までの
距離は約60ｍで近的場の約2倍、関係者待望の施設です。
今後、大勢の人の利用が期待されます。�

先人の功績を顕彰�

とれたてピチピチ�
旬の魚がめじろ押し�
　今春初めての『朝獲れ
朝市』が仁尾町漁業協同
組合の魚市場で開催され
ました。誰でも参加でき
る「せり」では威勢のい
い声が場内に響き、新鮮
な魚を手にした笑顔の人
たちであふれていました。
　次回は5月5日の朝7時
30分から行われ、鯛めし
やカワハギのみそ汁の即
売もあります。�
�

桜の下で�
　第36回紫雲出山桜まつりが詫間町紫雲出山の山頂で開
催されました。桜は5分咲きでしたが山頂から見る景色は
すばらしく、訪れた人は、浦島太郎やおと姫との写真撮影、
うどんのお接待など、楽しいひとときを過ごしました。�

人形を使って�
　　喜怒哀楽を巧みに表現�

　「人形浄瑠璃 in みとよ」がふれあいパークみので行われ、
三野町の讃岐源之丞保存会をはじめ、県外からの出演団体
も含めた4団体が、日ごろの練習の成果を披露しました。�

満開も待ちどおしく�
　恒例のぼたん祭りが山本町の薬王寺（通称：ボタン寺）
で開かれました。このときはまだ咲き始めでしたが、
境内ではお茶のお接待やぼたんの苗の即売などがあり
ました。�

全国統計グラフ�
　コンクール入選！�

　第57回香川県統計グラフ
コンクールで特選、全国コ
ンクールで佳作に入選した
上高瀬小学校5年小野綾太く
んが市長を表敬訪問しました。
このほかにも県火災ポスタ
ー展をはじめ、多くのコン
クールで入選しています。�

美しい三豊の風景が映画に�
　映画「きな子」の完成披露試写会
が高松市の映画館で行われました。
この映画は三豊市を中心に丸亀市など県内
でロケが行われ、封切りは県内が8月7日か
ら、全国公開は8月14日からです。お楽し
みに！�

古 と能の世界にふれる�
むね�

よし が よう�
　1300年前に藤原宮へ供給する瓦を焼いていた三野町の「宗

吉瓦窯」。地元ボランティアの宗吉瓦窯会が企画して初めて「宗

吉史跡まつり」が開催され、特別講演として薪能が行われました。�

　瀬戸大橋の架橋を提唱した明治の偉人「大
久保　之丞」の功績を後世に伝えようと「第
25回　之丞まつり」が財田町戸川ダム公園
で行われ、満開の桜の中、大勢の人でにぎ
わいました。�

いにしえ�

たきぎのう�

たい�



　満開の桜の中、朝日山森林公園で桜まつりが開催され
ました。恒例の三味線餅つきでは、つきたてのお餅をも
らおうと行列ができるなど大盛況。綿菓子のプレゼント
や金魚すくいなどイベントが盛りだくさんでした。�

うららかな春の日ざしの中で�

多彩なイベントで春の一日を満喫�
　NHK福岡放送局アナウンサーの柴崎行雄氏を迎えて「地
球環境シンポジウム ―循環型社会と私たちの役割―」
が三野町体育センターで開催されました。�

循環型社会と私たちの役割を考える�

　三豊市次世代育成支援行動計画・後期計画に対する提
言書が、同計画策定委員会 村田哲康 委員長から市長に
提出されました。「子育てするなら三豊が一番」を実現
するための行動計画です。�

三豊市次世代育成支援行動計画・後期計画に対する提言�

　弥谷市が三野町弥谷山ふれあいの森で開催されました。
フリーマーケットや古い発動機の展示、手打ちうどんの
実演、名産品販売や楽しいイベントが多数行われました。�
�
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母
子
家
庭
の
母
が
、
技
術
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
教
育
訓
練
施
設
等
へ

支
払
っ
た
経
費
の
20
％
（
4
千
円
以

上
10
万
円
上
限
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
母
子
家
庭
の
母
が
、
養
成
機
関
に

お
い
て
2
年
以
上
の
技
能
訓
練
を
受

け
た
場
合
に
、
修
業
中
の
全
期
間
、

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
①
が
支
給
さ

れ
、
修
業
期
間
修
了
時
に
入
学
支
援

修
了
一
時
金
②
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
対
象
資
格
な
ど
は
市
の
母
子
自
立

支
援
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

支
給
対
象
�
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に
あ
る
子
�

ど
も
を
主
に
養
育
し
て
い
る
人
�

対

　

象

�20
歳
以
上
で
、
平
成
21
年
度
に
子
宮
が
ん
検
診
�

を
受
け
て
い
な
い
人
�

実
施
期
間
�
6
月
1
日
〜
10
月
31
日
�20

・
25
・
30
・
35
・
40
歳
�

指
定
医
療
機
関
�
高
瀬
第
一
医
院
・
細
川
病
院
・
大
平
産
婦
人
科
�

医
院
・
山
本
産
婦
人
科
医
院
・
香
川
井
下
病
院
�

・
三
豊
総
合
病
院
�

自
己
負
担
金
�
69
歳
以
下
2,
1
0
0
円
　

70
歳
以
上
5
0
0
円
�

受
診
方
法
�

手
当
の
額
�

支
給
方
法
�

対
象
児
童
1
人
あ
た
り
　

月
額
1
3,
0
0
0
円
�

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
�

※
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
の
年
齢
�

※
平
成
22
年
4
月
20
日
現
在
で
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
�

　
麻
し
ん
・
風
し
ん（
M
R)

混
合
予
防
接
種
の
定
期
接
種
対
象

が
、第
1
期（
生
後
12
カ
月
か
ら
24
カ
月
に
至
る
ま
で
）・
第
2

期（
小
学
校
入
学
前
の
1
年
間
）と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、平
成
19
年
に
、10
代
お
よ
び
20
代
を
中
心
と
し
た
年

齢
層
で
麻
し
ん
が
大
流
行
し
、高
校
や
大
学
で
は
休
業
等
の
措

置
が
と
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

事
態
を
受
け
、平
成
24
年
度
ま
で
の
5
年
間
の
期
限
で
、第
3

期
（
中
学
1
年
生
相
当
）・
第
4
期
（
高
校
3
年
生
相
当
）
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。�

　
対
象
と
な
る
人
に
予
診
票
等
を
郵
送
し
ま
す
。�

　
4
月
か
ら
「
児
童
手
当
」
に
代
わ
り
、「
子
ど
も
手
当
」
が
支

給
さ
れ
ま
す
。�

　
集
団
検
診
に
加
え
て
医
療
機
関
で
も
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
�

　
市
が
実
施
す
る
人
間
ド
ッ
ク
、医
療
機
関
お
よ
び
集
団
検
診
で

行
う
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
6

月
に
次
の
対
象
者
に
配
布
し
ま
す
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
受
け
取
っ

た
人
は
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
�

①高等技能訓練�
　促進費（月額）�

②入学支援修了�
　一時金�

市町村民税�
非課税世帯� 141,000円� 50,000円�

市町村民税�
課税世帯� 70,500円� 25,000円�

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ
　
☎
健
康
課
　
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

6
月
・
10
月
・
2
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の

手
当
を
、口
座
振
込
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
が
、左
表

②
③
④
の
人
は
平
成
22
年
9
月
30
日
ま
で
に
申
請

す
れ
ば
、4
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
�

平
成
22
年
2
月
・
3
月
分
の
児
童
手
当
は
、6
月

に
振
り
込
み
ま
す
。
�

支
給
対
象
�
市
内
に
住
所
を
有
し｢

※

遺
児｣

の
親
権
を
行
う
人�

ま
た
は
現
に｢

遺
児｣

を
監
護
し
て
い
る
人�

※
三
豊
市
遺
児
年
金
条
例
に
よ
る�

支
給
額
�

申
請
手
続
き
�

遺
児
1
人
に
つ
き
、年
額
12
万
円
を
3
回
に
分
け
て
、�

4
月
〜
7
月
分
を
7
月
に
、
8
月
〜
11
月
分
を
11��

月
に
、
12
月
〜
3
月
分
を
3
月
に
支
給
し
ま
す
。�

遺
児
年
金
支
給
申
請
書
を
、
子
育
て
支
援
課
ま
た�

は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
戸
籍
謄
本�

の
添
付
が
必
要
で
す
）�

市
が
発
行
す
る
受
診
票
を
持
っ
て
、指
定
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
検
診
希
望
調

査
で
お
申
し
込
み
の
人
は
、6
月
に
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
。
集
団
検
診
か
ら
医
療
機
関
に
変

更
す
る
人
や
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、健
康
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
�

今年度対象者� 郵送時期� 接種期限�

生後12カ月から生後24カ月�
に至るまでの間にある者�

平成16年4月2日～�
平成17年4月1日生まれ�

誕生日の�
約10日後�

4月中旬に�
発送済�

満2歳になる�
まで�

平成23年3月�
31日まで�

平成 9 年4月2日～�
平成10年4月1日生まれ�

平成4年4月2日～�
平成5年4月1日生まれ�

1期�

2期�

3期�

4期�

　麻しんは感染
力の強い病気です。自分が

感染しないためだけでなく、周りの
人に感染を広げないためにも予

防接種は有効です�

受給対象者の区分� 申請方法�

3月末まで「児童手当」を受給していた人�
（現在中学１年生までの子どものみいる人）�

手続きの必要はありません。自動的�
に「子ども手当」に継続されます。�

「子ども手当額改定認定請求書」の�
提出が必要です。�

「子ども手当認定請求書」または�
「子ども手当額改定認定請求書」�
の提出が必要です。�

所得制限等により3月末まで「児童手�
当」を受給していなかった人�

3月末まで「児童手当」を受給していた人�
で、現在中学2・3年生の子どもがいる人�

現在、中学2・3年生の子どものみがいる人�

出生、転入時�

「子ども手当認定請求書」の提出が�
必要です。�

①

②

③

④

⑤

No.

　②③④の該当者には子どもの名前で必要な書類を送付しますので、子ども
の保護者が申請してください。該当される人で申請書が到着しない場合は、
お問い合わせください。公務員の人は、「児童手当」同様、職場での申請にな
りますので、申請書類が送付されても職場で手続きしてください。①の該当者
は今回の手続きは不要ですが、6月に「子ども手当現況届」の提出が必要です。
対象者には届出用紙を送付します。�



　仁尾町学校給食センターの給食配送車をデザインした仁
尾中学校美術部の皆さんに、臼杵教育長から感謝状が手渡さ
れました。【感謝状授与者（敬称略）】仁尾中学校美術部2年
八代 麗奈　浅野由梨香　近藤友香里　曽根日向子　築澤こまき

いろんな食材をモチーフにデザイン�

香川県バイオマス利活用地域説明会 in 三豊市�
　香川用水調整池（愛称：宝山湖）を周回する「第2回
三豊みかん・うどん健康マラソン大会」が開催されまし
た。県内外から参加した約800人の参加者は、1km～
10kmのそれぞれの種目で力走しました。�

第2回三豊みかん・うどん健康マラソン大会開催�

　詫間地区民生委員児童委員協議会では、75歳以上の一人
暮らしや80歳以上の夫婦のみの世帯等に「おはぎ」を作っ
て配りました。おはぎ作りは毎年4月と11月に実施し、この日
は約700人分のおはぎ2,100個を準備し各家を訪問しました。�

お元気ですか？ おはぎをどうぞ�

　地域の資源を活用した循環共生社会の実現に向けて、
中国四国バイオマス発見活用協議会と三豊菜の花プロジ
ェクト主催による「バイオマス利活用地域説明会」が豊
中町公民館で行われました。�
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災
害
時
要
援
護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、災
害
時
に
は
必
要

な
情
報
を
伝
え
た
り
、一
緒
に
避
難
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
た
だ
く
人
で
す
。
決
し
て
責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。で
き
る
範
囲
で
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。�

団
地
名
�

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
�

 （
例
：
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
�

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
�

 （
例
：
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）
�

�

　
世
帯
月
額
所
得
15
万
8
千
円
〜
48
万
7
千
円
の
人
に
限
り
ま
す�

　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
次
の
①
②
の
失

業
等
給
付
を
受
け
る
人
で
す
。
�

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ

ま
す
。
軽
減
は
、前
年
の
給
与
所
得
だ
け
を
3
割
と
み
な
し
て
行

い
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6

　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。�

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期
間
と
は
、異
な
り
ま

す
。�

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続

き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な

ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。�

　
制
度
が
始
ま
る
前
1
年
以
内（
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
）に

離
職
さ
れ
た
人
は
、平
成
22
年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。�

※
平
成
21
年
度
の
保
険
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。�

�

※
申
請
に
は
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。 

　
詳
し
く
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で�

宮
尾
団
地
（
財
田
町
財
田
中
）�

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。�

構
　
造
�
4
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
耐
火
構
造
2
階
建
）�

戸
　
数
�
2
戸�

使
用
料
�
4
8,
0
0
0
円
（
月
額
）�

　
大
学
・
専
門
学
校
等
の
定
め
ら
れ
た
学
校
に
在
籍
し
、本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
�

　
こ
の
制
度
は
、収
入
の
少
な
い
学
生
の
た
め
の
制
度
で
す
。
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、

卒
業
後
に
後
払
い
が
で
き
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
市
民
課
　
☎
73
・
3
0
0
5
�

　
善
通
寺
年
金
事
務
所
　
☎
0
8
7
7（
6
2
）1
6
6
0
�

� 　
昨
年
12
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら

は
が
き
形
式
の
申
請
書
が
届
き
ま
す
の
で
、記
入
し
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、今
年
1
月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
人
や
学
校
が
変
更
に

な
る
人
、昨
年
度
所
得
の
あ
る
人
等
は
、前
回
と
同
様
に
窓
口
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。�

　
次
の
書
類
等
を
持
っ
て
、市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書�

②
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書（
コ
ピ
ー
も
可
）�

③
印
鑑�

※
前
年
所
得
が
あ
る
人
は
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
離
職
票

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

�

　
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、将
来
の
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

10
年
以
内
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、2
年
以
上
経
過
後
は
保

険
料
に
一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま
す
。�

　
ま
た
、学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
事
故
や
病
気
等
で
重
い
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
や
死
亡
の
場
合
に
は
、障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。�

　
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
は
、地
域
支
援
者（
隣
近
所
に

住
ん
で
い
て
、支
援
し
て
い
た
だ
け
る
人
）や
自
主
防
災
組
織
、自

治
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
助
け
合
い
が
基
本
と
な
り
ま

す
。
こ
の
制
度
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、地
域
支
援
者
を
自

ら
見
つ
け
て
い
た
だ
き
、登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
地
域
支
援
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、民
生
委
員

児
童
委
員
や
自
治
会
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）�

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

で
、家
族
な
ど
の
支
援
が
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
、地
域
の
皆
さ
ん

の
支
援
を
必
要
と
す
る
人（
災
害
時
要
援
護
者
）の
登
録
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
73
・
3
0
1
5

▼
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
課
　
☎
73
・
3
0
4
5

　
在
宅
で
生
活
す
る
次
の
よ
う
な
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。�

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
人�

②
心
身
障
害
者
の
人�

③
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
世

帯
の
人�

④
①
〜
③
以
外
で
、避
難
の
際
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
が
必

要
な
人�

　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で
登
録
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
各
窓

口
ま
で
来
ら
れ
な
い
人
は
、地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
や
自

治
会
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人�

②
同
居
の
親
族
か
、同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人�

（
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て
い
な
く
て
も
、事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
じ
事
情
に
あ
る
人
や
婚
約
者
を
含
む
）�

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人�

④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人�

⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と�

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と�

平
成
22
年
6
月
上
旬�

①
申
込
書（
住
宅
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）�

②
住
民
票（
入
居
予
定
者
全
員
）�

③
所
得
課
税
証
明
書（
15
歳
以
上
で
学
生
を
除
く
）�

④
納
税
証
明
書（
15
歳
以
上
で
学
生
を
除
く
）�

　
入
居
希
望
者
は
、5
月
6
日（
木
）〜
20
日（
木
）の
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時（
土
・
日
は
除
く
）ま
で
に
、必
要
書
類
を
住
宅
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、受
け
付
け
は
申
し
込
み
期
間
の
み
で
す
。�



広報�2010年5月� 広報� 2010年5月�

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
き
ゅ
う
�

62-1115�

62-1116

☎

☎

一般用�

少年相談�

　
新
学
期
が
始
ま
り
、1
カ
月
余

り
が
た
ち
ま
し
た
。
児
童
、生
徒
の

皆
さ
ん
は
、新
し
い
環
境
に
も
慣

れ
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

　
今
月
は
育
成
セ
ン
タ
ー
の
場
所
や
業

務
内
容
に
つ
い
て
、改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
場
所
は
、豊
中
庁
舎
、4
階
に
あ

り
ま
す
。セ
ン
タ
ー
業
務
の
内
容
は
、大
き
く
分
け
る
と
3
分
野
で
す
。�

①
補
導
活
動
�

・
街
頭
等
で
の
補
導
活
動�

・
不
審
者
等
の
通
報
受
理
・
配
信
活
動�

・
悩
み
を
持
つ
少
年
の
相
談
活
動�

②
環
境
浄
化
活
動
�

③
安
全
安
心
活
動
�

・
三
豊
市
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
（
通
称
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
）�

・
子
ど
も
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
」
等�

・
子
ど
も
見
守
り
隊�

　
子
ど
も
た
ち
が
健
全
で
明
る
く
育
つ
た
め
、補
導
活
動
・
環
境
浄

化
活
動
・
安
全
安
心
活
動
を
中
心
に
、少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
は
大
勢
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
で
は
十
分
機
能
し
ま
せ
ん
。
今
後

と
も
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
、学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
中
に

も
、子
ど
も
た
ち
は
些
細
な
こ
と
で
友
人
と
の
問
題
が
起
こ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
、育
成
セ
ン
タ
ー

に
相
談
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
気
軽
に
相
談
を
し

て
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
介
護
保
険
課
内
）☎
73
・
3
0
1
7

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

　「
物
忘
れ
が
多
く
な
り
自
分
で
お
金
の
管
理
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
」「
訪
問
販
売
等
で
高
額
な
商
品
を
購
入
す
る
な
ど
、

悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
そ
う
で
心
配
」「
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
手
続
き
が
自
分
で
で
き
な
く
な
っ
た
」「
子
ど
も

が
お
ら
ず
、
認
知
症
に
な
っ
た
時
な
ど
の
財
産
管
理
が
不
安
」�

　
こ
の
よ
う
な
事
で
お
困
り
の
時
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
予

防
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
日
、予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
�

　
な
お
、前
回
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
か
ら
5
年
以
上
が
経

過
し
、接
種
が
可
能
と
医
師
が
判
断
し
た
人
は
、再
接
種
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
再
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、ま

ず
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

心筋梗塞・狭心症（心血管の動脈硬化が進行し
血の塊がつまったり血流が悪くなる）・糖尿病性
腎症（腎臓の細血管が傷ついて目づまりを起こし
尿がうまくろ過されない）・肺炎・皮膚炎（免疫機
能が低下して感染症や炎症が起こりやすくなる）�

脳卒中（脳の血管の動脈硬化が進行し血管が破
れたり血塊がつまる）・糖尿病性網膜症（眼球の
細い血管が傷ついて眼底出血を起こす）・歯周病
（歯茎が出血したり、歯周組織がもろくなり歯が
抜けてしまう）�

　
毎
年
の
健
診
結
果
は
、き
ち
ん
と
目
を
通
し
て
い
ま
す
か
？

血
糖
の
状
態
を
あ
ら
わ
す
H
b
A
1
c
が
6.5
を
超
え
る
と
、

合
併
症
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
医
療
機
関
を
受
診

し
て
、生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
�

▼
保
険
料
の
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6
�

▼
制
度
の
問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課
　
☎
73
・
3
0
1
7

　
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
は

1
割
か
ら
10
割
に
な
り
、9
割
分
は
後
で
市
か
ら
払
い
戻
し
を

受
け
る
た
め
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
保
険
給
付
の
償

還
払
い
）�

　
1
年
6
カ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、利
用
者
負
担
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
、申
請
し
て
も
9
割
分
が
払
い
戻
し
さ
れ
な
く
な

り
ま
す（
保
険
給
付
の
一
時
差
し
止
め
）。
保
険
給
付
が
一
時
差

し
止
め
に
な
っ
て
も
保
険
料
を
納
付
し
な
い
場
合
に
は
、差
し

止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
が
滞
納
保
険
料
に
あ
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。�

　
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、保
険
料
未
納
期
間
に
応
じ
て
、利

用
者
負
担
額
が
1
割
か
ら
3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費（
1
割
の
利
用
者
負
担
が
高
額
に
な
り
、

一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
費
用
）の
支
給
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。�

※
滞
納
が
2
年
以
上
続
く
と
、介
護
保
険
料
を
遡
っ
て
納
め
る

　
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料（
税
）
と
合
わ
せ
て
介

護
保
険
料
を
納
め
ま
す
が
、医
療
保
険
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
に
も
、保
険
給
付
が
償
還
払
い
に
な
る
と
と
も
に
、

保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
一
時
差
し
止
め
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
�

　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4
　
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6
�

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
　
☎
0
8
7（
8
1
1
）1
8
6
6
�

� ①
新
た
に
75
歳
に
な
る
人 

↓ 

誕
生
日�

②
転
入 

↓ 

転
入
に
よ
り
住
所
を
定
め
た
日�

③
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止 

↓ 

停
止
ま
た
は
廃
止
と
な

　
っ
た
日�

④
障
害
認
定 

↓ 

認
定
を
受
け
た
日
（
申
請
が
必
要
で
す
）�

　
①
に
該
当
す
る
人
の
被
保
険
者
証
は
、
誕
生
日
の
前
月
中
旬

に
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
特
定
記
録
郵
便
で

送
付
さ
れ
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
被
保
険
者
証
は
誕
生
日
か
ら
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
②
か
ら
④
に
該
当
す
る
人
の
被
保
険
者
証
は
、
後
日
送
付

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

（
普
通
徴
収
）。
ま
た
、保
険
料
額
は
資
格
取
得
日
を
含
む
月
か

ら
月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。�

　
特
別
徴
収
の
条
件
を
満
た
す
人
は
、資
格
を
取
得
し
て
か
ら

一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
に
切

り
替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で

納
付
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。�

①
通
知
時
期�

　
資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌
々
月
の
上
旬（
た
だ
し
、4
月

　
に
加
入（
異
動
）さ
れ
た
人
は
、7
月
の
通
知
に
な
り
ま
す
）�

②
通
知
書�

　
『
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
』
が
税
務

　
課
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。�

　
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
、利
用
者
は
、か

か
っ
た
費
用
の
1
割
を
負
担
す
る
だ
け
で
、後
の
9
割
は
介
護

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。�

　
納
付
期
限
か
ら
1
年
以
上
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

人
は
、滞
納
期
間
に
応
じ
て
、次
の
よ
う
な
保
険
給
付
を
制
限

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

接
種
医
療
機
関
�

三
豊
市
・
観
音
寺
市
内
の
指
定
医
療
機
関
�

自
己
負
担
金
�
4,
5
0
0
円
�

対
　
　
　
象
�
・
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
満
75
歳
以
上
で
、

　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
�

・
前
回
の
接
種
か
ら
5
年
以
上
が
経
過
し
、

　
再
接
種
が
可
能
と
医
師
が
判
断
し
た
人
�

・牛肉ミンチ 150g�
・玉ねぎ 2個�
・人参 1/2本�
・ピーマン 2個�
・にんにく 1/2片�
・サラダ油 大さじ1/2�
・薄力粉 小さじ2�
・カレー粉 小さじ1

・市販のカレールウ 20ｇ�
・トマトケチャップ 大さじ1�
・ウスターソース 大さじ1�
・赤ワイン 大さじ１�
・コンソメ 小さじ1/2�
・塩，こしょう 適宜�
・フルーツチャツネ 小さじ１�
・ひよこまめ(ゆで) 70ｇ�

授業中、給食場から漂ってくる香り。三豊中学校は、

給食場が敷地内にあり、給食を実施し食育を進めていくうえで、

子どもたちにとって恵まれた環境といえます。�

　三豊中学校では、給食参観・試食会を毎年開催しています。参

加希望者が多く、2回に分けて開催しなければならないほどです。

試食会では、リクエスト献立の人気メニューや旬の野菜を多く使

った献立を実施しています。給食時間の子どもたちの様子や、家

庭での食事のあり方を話し合い、

情報交換の場となっています。�

　今回は、昨年度の試食会で実

施し子どもたちからのリクエスト

献立に必ず入っている｢三中の

キーマカレー｣を紹介します。ぜひ、

ナンと一緒に食べてみてください。�

�

�

※ 薄力粉とカレー粉は合わせておく。市販のカレールウは刻む。�

① にんにくを炒める。香りがでたら肉から順に炒めていく。�

② 薄力粉とカレー粉を振り入れ、粉っぽさがなくなるまで炒める。�

③ ルウ、ケチャップ、ソース、赤ワインを加える。�

④ 全体がなじんだら、コンソメ、塩・こしょうで味をととのえる。�

⑤ チャツネ、ひよこまめを加えて軽く加熱したら、完成！�

※ 玉ねぎ、人参、ピーマンは粗いみじん切り、�

　 にんにくはみじん切り。�

〜
糖
尿
病
予
防
　

そ
の
2
〜
�

健
康�

情
報�

・
健
全
な
環
境
を
保
つ
浄
化
活
動（
白
ポ
ス
ト
で
の
有
害
図
書
等

の
回
収
、落
書
き
や
放
置
自
転
車
の
防
止
。
未
成
年
者
へ
の
非
行

防
止
啓
発
等
）�

成
年
後
見
制
度
は
、

認
知
症
や
知
的
障
害
、精

神
障
害
な
ど
で
、判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
の
権
利
や

財
産
を
法
律
的
に
守

る
制
度
で
す
�

▲白ポスト�

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
�

さ
さ
い
�

No.47

※糖尿病の3大合併症�

※�

※�

糖尿病性神経障害（神経信号がうまく伝わらず手足に痺れや痛みがでる。
足の感覚が鈍くなるとちょっとした傷から壊死を起こしやすい）・閉塞性動
脈硬化症（足の血管の動脈硬化が進行し血流が悪くなり歩行困難になる）�

※�
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　農業・塩業・漁業に関する道具、日常生活に�
使われた民具を多数展示。また併設の考古�
館は土器等を展示しています。�

▲問い合わせ　詫間町民俗資料館　☎83-6858�
 （月曜休館、入館料 大人100円、中・高校生70円、小学生50円）�

▲問い合わせ　宗吉かわらの里展示館　☎56-2301�
（月曜休館、入館料 中学生以下・65歳以上無料、15歳以上100円）�

　今夏、粟島にある西日本で唯一現存している『ダルマ窯』を使っての作品づくりを計画しています。
宗吉かわらの里展示館で作品の形をつくり、ダルマ窯で焼き上げます。また、紫雲出山遺跡館で
『古代のくらし体験（主催 詫間町考古館）』を予定しています。詳しくは広報みとよでお知らせします。�

　宗吉かわらの里展示館では、昨年5月12日の運営開始から3月末までに約8，000人が入館し、1日当
たり約30人に利用されています。これからも、展示館では歴史を体験できる施設として、また、社会教
育や憩いの場としてより多くの皆さんに利用していただけるよう、さまざまな活動を予定しています。�

常設展示�

参加料は無料�
材料のお米・大豆は持参してください。�

事前に予約が必要です�

体験教室�

歴史講座�
�

常設展示�

参　加　料　200円～�
焼き上げ料　100円～�
10人以上の団体は要予約�

体験学習�

　展示では、宗吉瓦窯跡や藤原宮、市内
の遺跡から出土した瓦を展示するほか、
映像やジオラマ・写真パネルなどで宗吉
瓦窯の歴史、都の瓦の生産や運搬、市内
の瓦づくりの歴史などを紹介しています。�

　歴史講座は季候の良い秋を選び、展示
館のテラスで、「香川とは何か？」「2万年
前の瀬戸内」などのテーマで実施してい
ます。講座の日程については、広報みとよ
でお知らせします。�

あんどん�

まがたま�
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申し込み・問い合わせ�
（財）三豊市国際交流協会�

☎ 56ー5121（マリンウェーブ内・火曜休館）�
ホームページ　ht tp : //www.m i toyo.org/

がいこくじん　　みな　　　　　にほん　　まな 　　　　　　　　　　  　　 こうざ　　 にほんご　　 にほん　   ぶんか　 まな　   こうざ　 むりょう　�

～外国人の皆さん、日本を学びましょう！この講座は日本語や日本の文化を学ぶ講座（無料）です～�

★外国人に日本語を教える日本語ボランティアに興味がある人は、協会までお問い合わせください！★�

～国際交流の賛助会員になって地域の在住外国人と交流しませんか？～�

受講対象�
みとよしない　　　　　しゅうへんちいき　　がいこくじん�

三豊市内および周辺地域の外国人�

場　  所�
たかせちょうこうみんかん�

高瀬町公民館�

受 講 料 �
むりょう� ようよやく�

無料（要予約）�

日   時 �5月29日（土）�

参 加 料 �賛助会員：1,500円（フェリー代・バーベ�
　　　　　キュー代を含む）※年会費別途�
外　国　人：500円�

申込期限� 5月26日（水）�

賛助会員年会費�（個人）1,000円、（法人）10 ,000円�

日　　時�
まいしゅうにちようび　　　ご　ご　　　じ　 　　　　じ�

毎週日曜日　午後1 時～ 4時�

講座内容�
にほんご　　にほん　　ぶんか　 しゅうかん�

日本語と日本の文化・習慣�

こうざ�にほんご� じゅこうせい�ぼしゅう�

申し込み・問い合わせ　三豊市観光協会　☎56ー9121 問い合わせ　三豊市観光協会　☎56ー9121

ＪＲ本山駅⇒本山寺⇒本山稲荷神社⇒イングリ�
ッシュガーデン（岡本）⇒不動の滝（昼食）⇒イン�
グリッシュガーデン（下高野）⇒宮池湖畔⇒上戸�
菓子店⇒あじさいの家⇒勝田池⇒ＪＲ高瀬駅�

ＪＲ本山駅�

500円�  6月3日（木）�

 約13.2km（約5時間40分）�

あじさいの家とイングリッシュガーデンめぐり�

島八十八カ所＆�
浦四国八十八カ所めぐり�
●粟島　島四国八十八カ所めぐり�

5月4日（火）午前7時ごろ～�

5月4日（火）午前7時ごろ～�

　豊中町を中心に、個人で丹精こめて創り上げた庭
や話題のスポットを巡る鑑賞ウォークです。第70番
札所「本山寺」や不動の滝にも立ち寄り、歴史も感
じられるコースです。�

　粟島の巡拝道は徒歩で約5～6時間。１番は梵音寺境内に
ありますが、船着き場すぐの開発総合センター前に地図を置
いてありますので、順番に関係なく巡っても楽しいですよ。�

●荘内半島　浦四国八十八カ所めぐり�
　荘内半島（大浜・生里・仁老浜・室浜・箱・積・伊砂子）を
ぐるっと一周します。１番は積新田バス停近くの船積寺
跡にあります。�

※お接待はなくなりしだい終了（午前10時30分頃の見込）
　になりますが、地元の皆さんの温かいお接待ですので、
　ご了承ください。�

10 : 4 0�

10 : 4 5�

�

17 : 0 5�

17 : 3 0

時  間�

須田港集合�

須田港発→粟島港着（11:00）�
交流会（山登り、バーベキュー）　�

粟島港発→須田港着（17:20）�

須田港にて解散�

�

日    程（予定）�

じゅこうたいしょう�

ば　　　  しょ�

じゅ　こう　りょう�

にち　　　　じ�

こうざないよう�

5
月�
の�

　お徒歩とは乗り物を使わずに歩くこと。昔ながら
の家々や細い路地が多いまち。人によってはなつか
しく若い人には新しい、そんな仁尾をガイドと一緒
にお徒歩しませんか。�

毎週土曜日　午前11時～午後１時30分�
　（8月、9月は実施しません）�

2～10人（満員になりしだい受付終了）�

仁尾町文化会館（午前10時50分）�

中学生以上 2,000円　小学生1,000円�
※食事代・ガイド料込　当日集金�

ガイドと一緒に巡るミニツアー�
お母さん自慢の揚げパンやアツアツ天ぷらなど、途中5カ所で�
なつかしい味をどうぞ�

申し込み・問い合わせ　三豊市観光協会　☎56-9121▼
�

日　時�

定　員�

集合場所�

参加料�

内　容�
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■

日
 
 
時
�

　
5
月
12
日
（
水
）
　
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

■

場
　
所
�

　
三
豊
合
同
庁
舎
�

■

テ
ー
マ
�

　
「
ひ
き
こ
も
り
の
段
階
を
見
極
め
�

　
　
か
か
わ
り
を
考
え
よ
う
」
�

■

助
言
者
�

　
ぽ
れ
ぽ
れ
農
園
　
松
田
　
勝
　
氏
�

■

対
　
象
�

　
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
家
族
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所�

　
☎
25
・
2
0
5
2
�

�����■

日
　
時
�

　
5
月
〜
9
月
の
第
3
水
曜
日
�

　
（
初
回
は
5
月
19
日
）
�

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
�

■

場
　
所
�

　
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
�

■

講
 
師
�

　
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
調
査
員
　

　
橋
詰
　
茂
　
氏
�

■

受
講
料
�

　
無
料
（
別
途
資
料
代
3
0
0
円
必
要
）�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
生
涯
学
習
課
　
☎
62
・
1
1
1
3
�

���【
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
力
養
成
講
座
】�

■

日
　
時
�

　
6
月
2
日（
水
）〜
7
月
7
日（
水
）�

　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
6
時
30
分
〜
�

■

場
　
所
�

　
香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
�

■

定
　
員
�

　
15
人
�

■

受
講
料
�

　
7
’
4
0
0
円
（
申
し
込
み
時
納
入
）�

■

申
し
込
み
期
間
�

　
5
月
10
日
（
月
）
〜
31
日
（
月
）
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
�

　
☎
83
・
8
5
1
1
�

��【
食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
】

■

日
　
時
�

　
5
月
14
日
（
金
）
  
�

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
�

　
5
月
28
日
（
金
）
�

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
調
理
実
習
）
�

【
腎
臓
病
教
室
】
�

■

日
　
時
�

　
5
月
20
日
（
木
）
  
�

　
午
後
3
時
30
分
〜
5
時
�

【
夜
間
糖
尿
病
教
室
】
�

■

日
　
時
�

　
5
月
13
日
（
木
）
  
�

　
午
後
6
時
〜
7
時
30
分
�

※
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
52
・
2
7
2
6
�

�����　
耐
震
診
断
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
支
所
窓
口
に

も
資
料
を
置
い
て
あ
り
ま
す
。
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
教
育
総
務
課
 

☎
62
・
1
1
1
0
�

��　
「
水
道
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

の
記
載
内
容
が
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
し

た
。
過
去
5
カ
月
分
の
検
針
水
量
を
記

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
宅
内
漏
水
等
の

水
量
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
振

替
金
融
機
関
名
の
記
載
は
無
く
な
り
ま

し
た
。
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
水
道
局
　
☎
62
・
1
1
3
3
�

��　
5
月
1
日
か
ら
1
カ
月
間
、
全
国
一

斉
に
社
員
増
強
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
�

自
治
会
長
や
婦
人
会
長
が
お
願
い
に
伺

い
ま
す
。
�

目
標
額
　
1
世
帯
5
0
0
円
�

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
、
市
内
の
農
協

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
福
祉
課
　
☎
73
・
3
0
1
5

■

日
　
時
�

　
5
月
16
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
�

■

場
　
所
�

　
三
豊
市
弓
道
場�

■

対
　
象
�

　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
通
学
・
通

　
勤
さ
れ
て
い
る
人
�

■

参
加
料
�

　
1
0
0
円
（
保
険
料
）
�

※
弁
当
希
望
者
は
別
途
5
0
0
円
必
要
�

■

申
し
込
み
期
限
�

　
5
月
6
日
（
木
）
　
　
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
生
涯
学
習
課
　
☎
62
・
1
1
1
3
�

��■

日
　
時
�

　
5
月
16
日
（
日
）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
�

■

場
　
所
�

　
�

■

持
参
物
�

　
花
き
り
ば
さ
み
�

■

参
加
料
�

　
無
料
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
詫
間
支
所
　
☎
83
・
3
1
1
1
�

��■

日
　
時
�

　
5
月
23
日
（
日
）
　
　
�

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分
　
�

■

集
合
場
所
�

　
国
修
神
社
（
山
本
町
河
内
長
野
）
�

■

参
加
料
�

　
無
料
�

※
雨
具
・
昼
食
・
飲
み
物
は
各
自
持
参
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
山
本
町
公
民
館
　
�

　
☎
63
・
1
0
4
1
�

��■

日
　
時
�

　
6
月
6
日（
日
）�

　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
30
分
�

■

場
　
所
�

　
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
�

■

対
　
象
�

　
乳
幼
児
お
よ
び
小
学
校
低
学
年
�

■

内
　
容
�

　
歯
科
相
談
・
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
�

　
口
臭
測
定
・
骨
密
度
測
定
（
保
護
者

　
対
象
で
先
着
1
0
0
人
）
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
子
育
て
支
援
課
�

　
☎
73
・
3
0
1
6
�

��〜
夏
の
沖
縄
で
、
最
高
の
思
い
出
を
〜
�

全
国
各
地
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り

夏
の
沖
縄
で
自
然
体
験
学
習
を
し
ま
す
�

■

対
　
象
�

　
小
学
5
年
生
〜
中
学
3
年
生
�

■

募
集
人
数
�

　
三
豊
市
で
4
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

■

日
　
程
�

　
8
月
17
日
（
火
）
〜
21
日
（
土
）
　
�

■

参
加
料
�

　
6
1
’
0
0
0
円
�

■

申
し
込
み
期
限
�

　
5
月
11
日
（
火
）
　
　
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
高
瀬
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
�

　
☎
73
・
4
7
0
0
�

���■

実
施
期
間
�

　
4
月
25
日（
日
）〜
5
月
31
日（
月
）�

■

応
募
方
法
�

　
期
間
中
に
市
内
商
品
券
取
扱
店
で
商

　
品
券
を
使
い
千
円
以
上
の
買
い
物
を

　
す
れ
ば
専
用
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
1

　
個
押
し
て
く
れ
ま
す
。
異
な
る
3
店

　
舗
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
台
紙
に
住

　
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
5
月
31
日
ま
で
に
商
品
券
取
扱
店
ま

　
た
は
最
寄
り
の
商
工
会
に
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。
�

■

応
募
用
紙
�

　
商
品
券
取
扱
店
・
商
工
会
に
設
置
�

■

賞
　
品
�

　
抽
選
で
2
0
0
人
に
三
豊
市
商
品
券

　
2
’
0
0
0
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

■

当
選
者
の
発
表
�

　
抽
選
日
は
6
月
10
日
（
木
）
�

　
当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も

　
っ
て
代
え
ま
す
。
�

※
商
品
券
で
は
お
釣
り
が
出
ま
せ
ん
の

　
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
市
商
工
会
　
☎
72
・
3
1
2
3

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）�

社会福祉協議会へ�

三豊市へ�

大見小学校へ�

（3月受付分受付分）�

高瀬町�
財田町�
高瀬町�
東京都�

尾 幡 岩 美 �
川 　 隆 之 �
矢 田 　 均 �
磯　喜代子�

佐 藤 壽 男 �

高瀬町�
仁尾町�
高瀬町�

大 西 芳 子 �
森 　 好 正 �
三 好 　 勝 �

生活協同組合コープかがわ�

マリンウェーブ情報�
マリンウェーブ　☎56－5111▼

�

5月31日（月）�
☆軽自動車税を納付書で納めた人は、領収書に車検時に必要
　な納税証明書がついています。大切に保管してください。�
☆口座振替で納めた人へは、6月中旬に納税証明書(ハガキ）
　を送付します。�

問い合わせ　税務課　☎73-3006▼
�

高瀬町カラオケ同好会�

観音寺市�

※香川県人口移動調査による�

世帯数� 世帯�（＋9）� （－88）�人�男�
総人口� （－117）� （－29）�人� 人�女�

平成平成2222年4月1日現在日現在�
（　）（　）内は前月比内は前月比�

講
座
・
教
室
�

そ
の
他
�

5月28日（金）�
午後7時開演�

一般　500円�
学生　100円�

7月29日（木）午後7時開演�
マリンウェーブ�
5,000円【全席指定】�

日 時�

料 金�

日 時�

場 所�

料 金�

☆ 5月22日（土）午前10時～�
　 チケット先行発売�

特別ゲスト　石 川   鷹 彦�

詫
間
町

詫
間
町
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
浦
島
浦
島
�

詫
間
町
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
浦
島
�
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麻
小
学
校
で
は
、
朝
登
校
す
る
と
全
校
生
徒

が
色
別
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
リ
レ
ー
や
長
縄
、

馬
跳
び
な
ど
の
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
冬
に
は

縄
跳
び
に
も
挑
戦
し
て
い
て
、
手
作
り
の
縄
跳

び
練
習
台
は
大
人
気
で
、
昼
休
み
に
は
大
勢
の

子
ど
も
が
列
を
作
る
ほ
ど
で
す
。
�

　
こ
の
よ
う
に
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
た

く
ま
し
い
体
と
強
い
心
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
欠
席
者
も
ず

い
ぶ
ん
と
少
な
く
な
り
、
陸
上
の
各
種
大
会
に

お
い
て
も
活
躍
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
�

　
ま
た
、
毎
年
校
区
内
に
あ
る
朝
日
山
森
林
公

園
で
の
植
樹
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
「
朝
日

山
を
守
る
会
」
の
人
と
一
緒
に
紅
白
の
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
を
植
え
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
植
樹
し

た
木
々
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ
る

か
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
大
き
く
育
っ
て
き
て
い

ま
す
。
�

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
と
の
か
か
わ
り
を
深

め
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
財
田
保
育
所
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
『
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
訪
問
』
『
環
の
湯
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
訪
問
』
が
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
、

地
域
の
お
年
寄
り
と
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
�

　
子
ど
も
た
ち
は
、
自
己
紹
介
の
後
、
体
操
遊

び
や
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
時
に
は
子
ど
も

た
ち
の
得
意
な
出
し
物
を
見
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
「
見
よ
っ
て
よ
」
と
得
意
そ
う
に

ボ
ー
ル
つ
き
を
見
せ
た
り
、
こ
ま
回
し
を
し
た

り
し
て
「
お
っ
、
上
手
に
回
り
よ
る
な
」
と
褒

め
ら
れ
ニ
コ
ニ
コ
し
た
り
、
と
っ
て
も
楽
し
そ

う
で
す
。
見
て
い
る
ほ
う
も
、
つ
い
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
ま
す
。
�

　
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
は
「
上
手
や
な
あ
」

「
か
わ
い
い
な
あ
」
「
か
し
こ
い
な
あ
」
と
、

何
を
し
て
も
拍
手
さ
れ
褒
め
ら
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。
温
か
い
ま
な
ざ
し

や
、
や
さ
し
い
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
に
つ
つ
ま
れ

て
、
人
に
対
す
る
『
思
い
や
り
』
や
『
優
し

さ
』
を
し
っ
か
り
肌
で
感
じ
て
成
長
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
で
す
。
　
�

�

▲ 早く大きくな～れ�▲ 子どもたちの訪問を心待ちにしています�

登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）�
商工観光課　☎73－ 3042

日　程� 時　間� 場　所�

9：30～15：00 豊中町保健センター�11日（火）�

日　程� 時　間� 場　所�

10:00～15:00 三豊市役所�
12日（水）�
26日（水）�

中小企業の経営に関する相談（要予約）�
政策課　☎73－ 3010

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

橋本病院�
西山整形外科医院�
多田医院�
宮崎内科医院�
永野内科医院�
国土外科医院�
池田外科医院�
今滝医院�
岩崎病院�
三野小児科医院�
瀬尾医院�
細川整形外科医院�
細川病院�
森内科医院�
今川内科医院�
松井病院�

2日（日）�
�

3日（月）�
�

4日（火）�
�

5日（水）�
�

9日（日）�
�

16日（日）�
�

23日（日）�
�

30日（日）�

山本町�
観音寺市�
詫間町�
観音寺市�
高瀬町�
観音寺市�
豊中町�
観音寺市�
詫間町�
観音寺市�
仁尾町�
観音寺市�
詫間町�
観音寺市�
豊中町�
観音寺市�

63－3311�
25－0107�
83－2121�
25－1280�
74－6018�
25－0290�
62－3151�
27－6218�
83－6011�
25－7788�
82－2295�
25－4290�
83－2211�
25－7363�
62－2052�
23－2111

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。�

歯科�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�
森歯科医院�
たくま歯科医院�
高田歯科医院�
向井歯科医院�
吉田歯科医院�

2日(日）�
9日(日）�
16日(日）�
23日(日）�
30日(日）�

観音寺市�
三野町�
観音寺市�
財田町�
観音寺市�

25－2077�
73－5581�
25－3308�
67－2416�
25－5699

総務課　☎73－3000または各支所�

人権課　☎73－3008または各支所�
日　程� 時　間� 場　所�

10:00～15:00

詫間福祉センター�
高瀬町農村環境改善センター�
豊中町保健センター�
仁尾庁舎�

7日（金）�
10日（月）�
12日（水）�
20日（木）�

日　程� 時　間� 場　所�

13:00～16:00 西讃農業改良普及センター�
12日（水）�
13日（木）�
14日（金）�

農業委員会　☎73－ 3046
日　程� 時　間� 場　所�

13:30～16:00

三野庁舎�
豊中庁舎�
高瀬町農村環境改善センター�
山本庁舎�

6日（木）�
7日（金）�
11日（火）�
12日（水）�

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）�
三豊市担い手育成総合支援協議会事務局　☎62－ 3075

日　程� 時　間� 場　所�

10:00～11:30 上高野文化センター　�10日（月）�

上高野文化センター　　☎62－ 2377

子育て支援課　☎73－3016

豊中�
三野�
豊中�
三野�
三野�
豊中�

11日（火）�
18日（火）�
6日（木）�
13日（木）�
20日（木）�
27日（木）�

13:30～13:50

※場所�日　程� 受付時間�対　象�
4･10カ月児健診�

（平成22年1月生まれ）�
（平成21年7月生まれ）�

3歳児健診��
（平成18年10月生まれ）�

1歳6カ月児健診�
（平成20年10月生まれ）�

子育て支援課　☎73－3016

13：30～15：00
日　程� 時　間� ※場　所�

豊中�25日（火）�

三野�23日（日）�9:15～9:30

※場所�日　程� 受付時間�対　象�

子育て支援課　☎73－3016

16週以降の妊婦と夫�
（希望者は2日前までに電話�
　でお申し込みください）�

豊中�26日（水）�10:15～10:30

※場所�日　程� 受付時間�対　象�

子育て支援課　☎73－3016

1歳未満児を持つ家族�
(希望者は1週間前までに　�
　電話でお申し込みください)�

※託児あり�

豊中�6月9日�
（水）�

9:40～10:00

※場所�日　程� 受付時間�対　象�

子育て支援課　☎73－3016

2～11カ月の乳児と保護者�
（希望者は5/26～前日までに�
電話でお申し込みください)

福祉課　☎73－3015

福祉課　☎73－3015

健康課　☎73－3014

10：00～12：00
日　程� 場　所�時　間�

仁尾庁舎 �25日（火）�

10：00～11：30�
13：00～15：00

10：00～11：30

日　程� 場　所�時　間�

詫間福祉センター �
高瀬町農業環境改善センター�

7日（金）�
24日（月）�

健康課　☎73－3014

詫間福祉センター�
山本町保健センター�
豊中町保健センター�
三野町保健センター�
仁尾町福祉会館�
財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
高瀬町公民館　�

日　程� 時　間� 場　所�

9：30～11：00

6日（木）�
12日（水）�
14日（金）�
17日（月）�
18日（火）�
20日（木）�
26日（水）�

三野町社会福祉センター�
高瀬町農村環境改善センター�
豊中町保健センター�
財田庁舎�
山本庁舎�
仁尾庁舎�
詫間福祉センター�

日　程� 時　間� 場　所�

13:00～15:00�
10:00～15:00�
10:00～15:00�
13:15～16:00�
13:00～15:00�
10:00～15:00�
13:00～16:00

6日（木）�
10日（月）�
12日（水）�
14日（金）�

17日（月）�

18日（火）�

仁尾庁舎�
財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
三豊市役所�
三野町保健センター�
豊中庁舎�
山本町保健センター�
詫間福祉センター�

日　程� 時　間� 場　所�

10：00～11：00

10日（月）�
11日（火）�
13日（木）�
14日（金）�
19日（水）�
20日（木）�
26日（水）�

高瀬町公民館（さくらの会）�
三野町保健センター（みつばちの会）�
詫間福祉センター（みつより会）�
山本町保健センター（わかたけの会）�

日　程� 時　間� 場　所�

10：00～11：30
13：30～15：30

6日（木）�
13日（木）�
18日（火）�
20日（木）�

地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談�

豊中�
センター�

24日（月）�

※場所�日　程� 時　間�対　象�

子育て支援課　☎73－3016

双子・三つ子を妊娠、�
育児中の人�
（希望者は電話でお申し込みください)

13:30～15:30

※場所　豊中（豊中町保健センター）�
　　　　三野（三野町保健センター）�
　豊中センター（豊中地域子育て支援センター）�

◎県の専門員が相談に応じます。�
◎希望者は事前に電話で申し込んでください。�



香
川
県
三
豊
市
高
瀬
町
下
勝
間
2
3
7
3
番
地
 

☎
0
8
7
5（
7
3
）
3
0
0
1

平
成
２２
年
5
月
１
日
発
行
�

発
行
・
編
集
　
三
豊
市
役
所
総
務
部
秘
書
課�

月号�

　介護予防サポーターの研修会が三野町保健センターで行われ、三観広

域消防の救急救命士の指導のもと、AEDの利用法と救急時の救命法につ

いて学びました。。介護予防サポーターは、市の介護予防事業の補助や、

ご近所で閉じこもりがちな高齢者への声かけや見守り活動を行うなど、地

域の中で介護予防のボランティア活動を行っています。現在、市内で活躍

する介護予防サポーターは189人。誰もが安心して生活を送れるよう、

日 、々活動しています。�

　山本町辻地区の鎮守の森として親しまれてきた

菅生神社。縁起によると鎌倉時代前期の創建と伝

えられ、現在も広く信仰を集めています。また、

昔境内に大クスがあり、その陰が数町歩に及んだ

ことから、山本の地名の根拠になったという言い

伝えがあります。�

　広大な境内地のうち2万平方メートル以上に社叢

が広がっています。百種を超える植物が確認され、

県下でここでしか確認されていないカンザブロウ

ノキも生育しています。長い間神域として保護さ

れてきた結果、古い時代の植生、原始林相を残す

ことができたのでしょう。西讃平野部の植生を知

る上で学術的にも大変貴重な例であることから、

昭和53年に国の天然記念物に指定されました。�

　氏子を中心に大切に守られてきた社叢ですが、

平成16年の台風災害により、数百年の樹齢をもつ

高木の一部が倒れ、かつての面影が大きく損なわ

れてしまいました。その後、地元の辻小学校の児

童による植樹や、氏子会による再生計画づくりが

行われています。きっといつの日か、立派に再生

した社叢の見守る中、奴行列（市無形民俗文化財）

が盛大に行われる日が来ることでしょう。�

＜生涯学習課＞�

災害前の社叢�

つじ�

やっこ�


